
要
　旨

戦
前
の
村
野
四
郎
へ
の
評
価
は
、
第
二
詩
集
﹃
体
操
詩
集
﹄︵
昭
和
一
四
年
︶

に
限
定
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
だ
が
、
当
時
、
村
野
四
郎
は

他
に
も
多
く
の
詩
を
書
い
て
お
り
、﹃
定
本
村
野
四
郎
全
詩
集
﹄
に
は
、﹃
体
操
詩

集
﹄
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
詩
篇
の
一
部
が
﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、﹁
拾
遺
」
及
び
、
そ
れ
に
も
収
め
ら
れ
な
か
っ

た
﹃
体
操
詩
集
﹄
と
同
時
期
に
書
か
れ
た
作
品
群
に
着
目
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
に

は
第
三
詩
集
﹃
抒
情
飛
行
﹄︵
昭
和
一
七
年
︶、
さ
ら
に
は
第
四
詩
集
﹃
珊
瑚
の

鞭
﹄︵
昭
和
一
九
年
︶
に
所
収
さ
れ
た
詩
篇
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
新
即
物
主
義

の
詩
人
と
し
て
定
説
化
さ
れ
て
い
る
当
時
の
村
野
四
郎
に
つ
い
て
、﹃
体
操
詩

集
﹄
の
一
部
の
詩
篇
及
び
同
時
期
の
作
品
群
を
新
た
な
視
座
か
ら
検
証
す
る
こ
と

に
よ
り
、
女
性
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
新
し
い
詩
世
界
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

村
野
四
郎
　﹃
体
操
詩
集
﹄　
新
即
物
主
義
︵
ノ
イ
エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
︶　﹃
抒

情
飛
行
﹄　﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄　﹃
匂
へ
る
園
﹄

一
、
は
じ
め
に

村
野
四
郎
の
戦
前
の
代
表
詩
集
﹃
体
操
詩
集
﹄︵
ア
オ
イ
書
房
、
昭
和
一
四
年

一
二
月
︶
は
、
第
一
詩
集
﹃
罠
﹄︵
曙
光
詩
社
、
大
正
一
五
年
一
〇
月
︶
か
ら
十

年
以
上
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
彼
の
第
二
詩
集
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、﹃
体
操

詩
集
﹄
は
、
新
即
物
主
義
を
基
底
に
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
集
と
し
て
発
刊
当
時
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
れ
は
現
在
に
至
っ
て
い
る⑴
。

﹃
体
操
詩
集
﹄
は
、
昭
和
六
年
か
ら
主
に
﹁
旗
魚
」﹁
文
学
」﹁
詩
法
」
等
に
発

表
さ
れ
た
﹁
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
詩
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
詩
集
の
序
文
に

は
自
身
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る⑵
。

私
は
私
の
作
品
の
中
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
詩
を
抜
き
だ
し
て
並
列
さ

せ
た
。
す
る
と
そ
れ
ら
の
詩
の
一
群
は
私
の
詩
の
世
界
の
中
へ
一
つ
の
縞
を

現
し
て
見
せ
た
。
そ
れ
は
丁
度
、
私
の
詩
の
中
に
散
在
し
て
ゐ
た
あ
る
種
の

コ
ン
テ
ン
ツ
が
一
つ
の
命
題
に
吸
着
さ
れ
て
、
一
聯
の
鎖
を
つ
く
つ
た
の
に

似
て
ゐ
る
。

『
体
操
詩
集
』
と
そ
の
周
辺

　
　
　―
村
野
四
郎
ノ
ー
ト
（
二
）―

＊

岩
本

　晃
代

 

＊
崇
城
大
学
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
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﹁
消
息
」 

︵﹁
詩
法
」
第
一
〇
号
、
昭
和
一
〇
年
五
月
︶

こ
れ
ら
は
昭
和
四
年
か
ら
昭
和
一
〇
年
ま
で
の
期
間
に
、﹁
旗
魚
」﹁
詩
法
」
等

に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
ほ
ぼ
時
系
列
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
の
初
出
は
次
の
と
お
り
で
あ
る⑸
。

﹁
体
操
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
一
号
、
昭
和
六
年
八
月
︶

﹁
鉄
亜
鈴
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
三
号
、
昭
和
七
年
三
月
︶

﹁
鉄
亜
鈴
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
二
号
、
昭
和
六
年
一
一
月
︶

﹁
鉄
鎚
投
」 

︵﹁
レ
ツ
ェ
ン
ゾ
」
第
三
巻
第
八
号
、
昭
和
九
年
八
月
︶

﹁
吊
環
」 

︵﹁
文
芸
汎
論
」
第
四
巻
第
一
〇
昭
号
、
和
九
年
一
〇
月
︶

﹁
鉄
棒
」 

︵﹁
セ
ル
パ
ン
」
第
五
八
号
、
昭
和
一
〇
年
一
二
月
︶

﹁
鉄
棒
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
三
号
、
昭
和
七
年
三
月
︶

﹁
高
障
害
」 

︵﹁
セ
ル
パ
ン
」
第
五
八
号
、
昭
和
一
〇
年
一
二
月
︶

﹁
鞦
韆
」 

︵﹁
詩
法
」
第
一
二
号
、
昭
和
一
〇
年
八
月
︶

﹁
棒
高
飛
」 

︵﹁
レ
ツ
ェ
ン
ゾ
」
第
三
巻
第
八
号
、
昭
和
九
年
八
月
︶

﹁
登
攀
」  

︵﹁
旗
魚
」
第
一
四
号
、
昭
和
七
年
七
月
︶

﹁
ス
キ
ー
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
三
号
、
昭
和
七
年
三
月
︶

﹁
飛
込
」 

︵
不
明
︶

﹁
飛
込
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
一
号
、
昭
和
六
年
八
月
︶

﹁
フ
ー
プ
」 

︵﹁
詩
法
」
第
一
一
号
、
昭
和
一
〇
年
七
月
︶

﹁
拳
闘
」 

︵﹁
レ
ツ
ェ
ン
ゾ
」
第
三
巻
第
八
号
、
昭
和
九
年
八
月
︶

﹁
槍
投
」 

︵
不
明
︶

﹁
競
走
」 

︵﹁
詩
法
」
第
五
号
、
昭
和
九
年
一
二
月
︶

﹁
肋
木
」 

︵﹁
文
芸
汎
論
」
第
八
巻
第
一
号
、
昭
和
一
三
年
一
月
︶

﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
の
十
九
篇
の
う
ち
で
、
最
も
早
い
も
の
は
﹁
旗
魚
」
第
一

一
号
︵
昭
和
六
年
八
月
︶
に
発
表
さ
れ
た
﹁
プ
ー
ル
に
て
」︵﹁
飛
込
」︶
と
﹁
体

操
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
作
年
代
か
ら
、﹁
拾
遺
」
と
﹃
体
操
詩
集
﹄
と
は
、

並
行
し
て
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

﹁
旗
魚
」
は
、
昭
和
四
年
三
月
に
、
山
崎
泰
雄
、
福
原
清
ら
と
創
刊
し
た
雑
誌

で
、
昭
和
八
年
四
月
ま
で
に
全
十
五
冊
を
刊
行
し
た
。﹁
新
即
物
性
文
学
」﹁
ノ
イ

エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
」
と
と
も
に
日
本
に
お
け
る
新
即
物
主
義
を
検
討
す
る
う

え
で
重
要
な
雑
誌
で
あ
る
。﹃
体
操
詩
集
﹄
十
九
篇
の
う
ち
七
篇
が
﹁
旗
魚
」
に

発
表
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
先
に
﹁
拾
遺
」
の
初
出
で
示
し
た
よ
う
に
﹁
旗
魚
」

所
収
だ
が
、﹃
体
操
詩
集
﹄
か
ら
は
ず
れ
た
詩
篇
も
多
い
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
年
か
ら
﹃
体
操
詩
集
﹄
刊
行
の
昭
和
一
四
年
ま
で
に
、
雑
誌

に
発
表
さ
れ
た
詩
篇
は
百
篇
を
超
え
る⑹
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
村
野
四
郎
の
作

品
は
﹁
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
詩
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
現
段
階

で
筆
者
が
収
集
し
て
い
る
も
の
を
形
式
的
に
大
別
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
︵
十
九
篇
︶

②
﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
所
収
︵
二
十
四
篇
︶

③
﹃
抒
情
飛
行
﹄
所
収
︵
二
十
四
篇
︶

④
﹁﹃
抒
情
飛
行
﹄
拾
遺
」
所
収
︵
七
篇
︶

⑤
﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄
所
収
︵
三
篇
︶

⑥
　
雑
誌
発
表
の
み
︵
五
十
篇
︶

﹃
体
操
詩
集
﹄
と
﹃
抒
情
飛
行
﹄
の
詩
篇
の
一
部
は
、
ほ
ぼ
並
行
し
て
書
か
れ

て
い
た
こ
と
、
昭
和
一
九
年
刊
行
の
﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄
所
収
の
も
の
も
す
で
に
書
き

始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄
は
﹃
体
操
詩
集
﹄
及
び
﹃
抒

情
飛
行
﹄
も
含
め
た
自
選
詩
集
で
あ
る
か
ら
、
①
か
ら
④
に
は
重
複
し
た
も
の
も

あ
る
。
な
お
、﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄
所
収
の
﹁
登
攀
の
方
法
」
は
、
さ
ら
に
古
く
昭
和

二
年
九
月
の
﹁
炬
火
」︵
第
二
年
九
月
号
︶
初
出
で
あ
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
き

た
い
。

（3） 崇城大学　紀要　第44号

﹃
罠
﹄
以
降
も
多
様
な
詩
の
実
験
が
試
み
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、︿
体
操
﹀
と

い
う
テ
ー
マ
で
ま
と
め
ら
れ
た
﹃
体
操
詩
集
﹄
が
あ
ま
り
に
も
斬
新
で
あ
っ
た
が

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
村
野
四
郎
研
究
で
は
他
の
同
時
期
の
詩
篇
へ
の
論
及
が
な

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。﹃
体
操
詩
集
﹄
は
、
あ
く
ま
で
も
彼
の
詩
世
界
の
﹁
一
つ

の
縞
」
で
あ
っ
て
、﹃
体
操
詩
集
﹄
成
立
過
程
に
は
他
の
﹁
縞
」
も
存
在
し
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
う
え
で

の
検
討
が
十
分
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
三
詩
集
﹃
抒
情
飛
行
﹄︵
高
田
書

院
、
昭
和
一
七
年
三
月
︶、
第
四
詩
集
﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄︵
湯
川
弘
文
社
、
昭
和
一
九

年
二
月
︶
の
詩
風
の
端
緒
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
詩
篇
も
同
時
に
見
受
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
大
岡
信
は
﹁
少
な
く
と
も
﹃
体
操
詩
集
﹄
が
代
表
的
詩
集
と
み
な
さ
れ

る
限
り
、
村
野
四
郎
の
詩
業
は
そ
の
ほ
ん
の
一
側
面
に
お
い
て
し
か
理
解
さ
れ
て

い
な
い
と
い
っ
て
い
い
と
思
う
」
と
ま
で
述
べ
、
彼
を
﹁
曖
昧
な
部
分
を
多
く
秘

め
た
詩
人
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る⑶
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
村
野
四
郎
研
究
に
お
い
て
注
釈
・
鑑
賞
が
ほ
と
ん
ど

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
詩
篇
を
取
り
上
げ
て
、
彼
の
新
た
な
﹁
縞
」
の
部
分
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

二
、「『
体
操
詩
集
』
拾
遺
」
に
つ
い
て

﹃
定
本
村
野
四
郎
全
詩
集
﹄︵
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
五
年
八
月
︶
に
は
、﹃
体
操

詩
集
﹄
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
詩
篇
の
一
部
が
、﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
と
題

し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
二
十
四
篇
の
初
出
は
、
現
在
ま
で
の
調
査
に
よ

れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る⑷
。

﹁
旗
手
の
唄
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
号
、
昭
和
四
年
三
月
︶

﹁
落
ち
そ
び
れ
た
オ
レ
ン
ジ
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
号
、
昭
和
四
年
三
月
︶

﹁
歌
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
号
、
昭
和
四
年
三
月
︶

﹁
明
方
の
夢
」 

︵
不
明
︶

﹁
竪
琴
を
奏
く
女
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
二
号
、
昭
和
四
年
五
月
︶

﹁
寝
る
ま
へ
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
三
号
、
昭
和
四
年
七
月
︶

﹁
反
転
現
像
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
三
号
、
昭
和
四
年
七
月
︶

﹁
私
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
四
号
、
昭
和
四
年
一
一
月
︶

﹁
午
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
四
号
、
昭
和
四
年
一
一
月
︶

﹁
覚
め
る
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
五
号
、
昭
和
五
年
二
月
︶

﹁
冬
居
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
五
号
、
昭
和
五
年
二
月
︶

﹁
手
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
六
号
、
昭
和
五
年
五
月
︶

﹁
鮮
明
な
も
の
に
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
六
号
、
昭
和
五
年
五
月
︶

﹁
夜
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
七
号
、
昭
和
五
年
六
月
︶

﹁
欧
州
船
出
帆
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
九
号
、
昭
和
六
年
二
月
︶

﹁
生
活
の
中
」 

︵
不
明
︶

﹁
余
白
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
二
号
、
昭
和
六
年
一
一
月
︶

 

︵﹁
三
田
文
学
」
第
七
巻
第
二
号
、
昭
和
七
年
二
月
︶

﹁
散
歩
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
五
号
、
昭
和
八
年
四
月
︶

 

︵﹁
詩
法
」
第
六
号
、
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
︶

﹁
つ
ま
ら
な
い
時
間
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
五
号
、
昭
和
八
年
四
月
︶

 

︵﹁
詩
法
」
第
一
〇
号
、
昭
和
一
〇
年
五
月
︶

﹁B
all R

oom

に
て
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
五
号
、
昭
和
八
年
四
月
︶

 

︵﹁
文
芸
汎
論
」
第
三
巻
第
五
号
、
昭
和
八
年
五
月
︶

 

︵﹁
若
草
」
第
一
〇
巻
第
一
号
、
昭
和
九
年
一
月
︶

﹁
天
の
糧
」 

︵﹁
詩
法
」
第
三
号
、
昭
和
九
年
八
月
︶

﹁
九
月
の
パ
ス
ト
ラ
ル
」 

︵﹁
詩
法
」
第
三
号
、
昭
和
九
年
一
〇
月
︶

﹁
ア
ル
バ
ム
」 

︵﹁
詩
法
」
第
七
号
、
昭
和
一
〇
年
二
月
︶

 

︵﹁
文
芸
汎
論
」
第
五
巻
第
二
号
、
昭
和
一
〇
年
二
月
︶
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﹁
消
息
」 

︵﹁
詩
法
」
第
一
〇
号
、
昭
和
一
〇
年
五
月
︶

こ
れ
ら
は
昭
和
四
年
か
ら
昭
和
一
〇
年
ま
で
の
期
間
に
、﹁
旗
魚
」﹁
詩
法
」
等

に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
ほ
ぼ
時
系
列
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
の
初
出
は
次
の
と
お
り
で
あ
る⑸
。

﹁
体
操
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
一
号
、
昭
和
六
年
八
月
︶

﹁
鉄
亜
鈴
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
三
号
、
昭
和
七
年
三
月
︶

﹁
鉄
亜
鈴
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
二
号
、
昭
和
六
年
一
一
月
︶

﹁
鉄
鎚
投
」 

︵﹁
レ
ツ
ェ
ン
ゾ
」
第
三
巻
第
八
号
、
昭
和
九
年
八
月
︶

﹁
吊
環
」 

︵﹁
文
芸
汎
論
」
第
四
巻
第
一
〇
昭
号
、
和
九
年
一
〇
月
︶

﹁
鉄
棒
」 

︵﹁
セ
ル
パ
ン
」
第
五
八
号
、
昭
和
一
〇
年
一
二
月
︶

﹁
鉄
棒
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
三
号
、
昭
和
七
年
三
月
︶

﹁
高
障
害
」 

︵﹁
セ
ル
パ
ン
」
第
五
八
号
、
昭
和
一
〇
年
一
二
月
︶

﹁
鞦
韆
」 

︵﹁
詩
法
」
第
一
二
号
、
昭
和
一
〇
年
八
月
︶

﹁
棒
高
飛
」 

︵﹁
レ
ツ
ェ
ン
ゾ
」
第
三
巻
第
八
号
、
昭
和
九
年
八
月
︶

﹁
登
攀
」  

︵﹁
旗
魚
」
第
一
四
号
、
昭
和
七
年
七
月
︶

﹁
ス
キ
ー
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
三
号
、
昭
和
七
年
三
月
︶

﹁
飛
込
」 
︵
不
明
︶

﹁
飛
込
」 

︵﹁
旗
魚
」
第
一
一
号
、
昭
和
六
年
八
月
︶

﹁
フ
ー
プ
」 

︵﹁
詩
法
」
第
一
一
号
、
昭
和
一
〇
年
七
月
︶

﹁
拳
闘
」 

︵﹁
レ
ツ
ェ
ン
ゾ
」
第
三
巻
第
八
号
、
昭
和
九
年
八
月
︶

﹁
槍
投
」 

︵
不
明
︶

﹁
競
走
」 

︵﹁
詩
法
」
第
五
号
、
昭
和
九
年
一
二
月
︶

﹁
肋
木
」 

︵﹁
文
芸
汎
論
」
第
八
巻
第
一
号
、
昭
和
一
三
年
一
月
︶

﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
の
十
九
篇
の
う
ち
で
、
最
も
早
い
も
の
は
﹁
旗
魚
」
第
一

一
号
︵
昭
和
六
年
八
月
︶
に
発
表
さ
れ
た
﹁
プ
ー
ル
に
て
」︵﹁
飛
込
」︶
と
﹁
体

操
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
作
年
代
か
ら
、﹁
拾
遺
」
と
﹃
体
操
詩
集
﹄
と
は
、

並
行
し
て
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

﹁
旗
魚
」
は
、
昭
和
四
年
三
月
に
、
山
崎
泰
雄
、
福
原
清
ら
と
創
刊
し
た
雑
誌

で
、
昭
和
八
年
四
月
ま
で
に
全
十
五
冊
を
刊
行
し
た
。﹁
新
即
物
性
文
学
」﹁
ノ
イ

エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
」
と
と
も
に
日
本
に
お
け
る
新
即
物
主
義
を
検
討
す
る
う

え
で
重
要
な
雑
誌
で
あ
る
。﹃
体
操
詩
集
﹄
十
九
篇
の
う
ち
七
篇
が
﹁
旗
魚
」
に

発
表
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
先
に
﹁
拾
遺
」
の
初
出
で
示
し
た
よ
う
に
﹁
旗
魚
」

所
収
だ
が
、﹃
体
操
詩
集
﹄
か
ら
は
ず
れ
た
詩
篇
も
多
い
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
年
か
ら
﹃
体
操
詩
集
﹄
刊
行
の
昭
和
一
四
年
ま
で
に
、
雑
誌

に
発
表
さ
れ
た
詩
篇
は
百
篇
を
超
え
る⑹
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
村
野
四
郎
の
作

品
は
﹁
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
詩
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
現
段
階

で
筆
者
が
収
集
し
て
い
る
も
の
を
形
式
的
に
大
別
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
︵
十
九
篇
︶

②
﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
所
収
︵
二
十
四
篇
︶

③
﹃
抒
情
飛
行
﹄
所
収
︵
二
十
四
篇
︶

④
﹁﹃
抒
情
飛
行
﹄
拾
遺
」
所
収
︵
七
篇
︶

⑤
﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄
所
収
︵
三
篇
︶

⑥
　
雑
誌
発
表
の
み
︵
五
十
篇
︶

﹃
体
操
詩
集
﹄
と
﹃
抒
情
飛
行
﹄
の
詩
篇
の
一
部
は
、
ほ
ぼ
並
行
し
て
書
か
れ

て
い
た
こ
と
、
昭
和
一
九
年
刊
行
の
﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄
所
収
の
も
の
も
す
で
に
書
き

始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄
は
﹃
体
操
詩
集
﹄
及
び
﹃
抒

情
飛
行
﹄
も
含
め
た
自
選
詩
集
で
あ
る
か
ら
、
①
か
ら
④
に
は
重
複
し
た
も
の
も

あ
る
。
な
お
、﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄
所
収
の
﹁
登
攀
の
方
法
」
は
、
さ
ら
に
古
く
昭
和

二
年
九
月
の
﹁
炬
火
」︵
第
二
年
九
月
号
︶
初
出
で
あ
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
き

た
い
。
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情
飛
行
﹄︵
昭
和
一
七
年
︶、﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄︵
昭
和
一
九
年
︶
に
至
る
ま
で
、
村
野

四
郎
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
。﹃
抒
情
飛
行
﹄

の
﹁
小
序
」
に
は
﹁
私
は
数
年
ま
へ
﹁
体
操
詩
集
」
を
出
し
た
。
あ
の
詩
集
は
特

別
な
題
目
の
下
に
つ
ら
な
る
作
品
だ
け
を
選
ん
で
編
ん
だ
の
で
、
実
際
に
私
の
主

要
な
作
品
の
多
く
は
こ
の
﹁
抒
情
飛
行
」
以
後
の
詩
集
の
た
め
に
残
さ
れ
て
ゐ
た

と
い
つ
て
よ
い
。」
と
記
し
て
い
る⑼
。﹃
罠
﹄
以
降
か
ら
﹃
体
操
詩
集
﹄
刊
行
ま
で

の
村
野
四
郎
の
作
品
群
に
は
、
多
様
な
詩
風
が
混
在
し
て
お
り
、
多
角
的
に
検
証

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
の
中
か
ら
﹁
竪
琴
を
奏
く
女
」
を
取
り
上
げ

て
分
析
し
て
み
た
い
。

　
　
　
竪
琴
を
奏ひ

く
女

― EV
E. 19, A

PR
IL, 19. 9. 

―

彼
女
の
愛
す
る
も
の
は

彼
女
の
肩
よ
り
高
く
、
大
き
く

其
一
部
は
彼
女
の
展ひ

ら

け
た
両
脚
の
間
に
あ
る
。

彼
女
の
足あ

し

先さ
き

は
上
に
向
き
、

そ
の
愛
撫
す
る
手
は
し
ろ
く

光ひ
か
り圏
の
中
の
煙
の
や
う
に
湲ゆ

る
や

か
に

遠
い
思
ひ
を
抱だ

く
や
う
に
、
時
に
は
そ
つ
と
押
し
や
る
や
う
だ

し
か
も
突
然
　
は
げ
し
く
爪
で
掻
き
立
て
る
。

そ
の
度
に
彼
女
の
愛
す
る
も
の
は
震ふ

動る

へ
、
切
な
げ
に
喚わ

め

く
、
泣
く
、

つ
ゞ
け
ざ
ま
に
長
く
。

彼
女
の
眼
は
全
く
睫ま

つ

毛げ

の
中
に
あ
る

無
数
の
顔
は
、
彼
女
に
は
唯
　
ぼ
や
け
た
帳と

ば
り

の
雲
だ
。

彼
女
の
愛
撫
は
い
つ
ま
で
も
つ
ゞ
く
で
あ
ら
う
―
―

だ
が
そ
れ
も
少し

ば
ら
く時

　
漸
く
彼
女
の
腕
は
萎な

え
る
。

そ
し
て
は
げ
し
い
一
つ
の
発
作
が
す
む
と

彼
女
は
愛
す
る
も
の
か
ら
身
を
離
す
。

い
ま
や
彼
女
は
ま
つ
た
く
何
か
を
受
胎
し
た
。

人
々
の
顔
は
　
た
ゞ
皺
だ
ん
だ
疲
労
の
雲
だ
、

彼
女
は
ぐ
つ
た
り
と
し
て
去
る
、

其
後
へ
、
か
た
い
一
つ
の
形か

た
ち象
を
の
こ
し
て
。

演
奏
の
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
動
的
に
表
現
し
、
観
客
と
思
わ
れ
る

︿
人
々
﹀
を
最
後
に
登
場
さ
せ
る
と
こ
ろ
等
は
、﹁
ピ
ア
ノ
三
重
奏
」︵﹃
珊
瑚
の

鞭
﹄
の
方
法
に
よ
く
似
て
い
る⑽
︶。

楽
器
は
︿
彼
女
の
愛
す
る
も
の
﹀︿
か
た
い
一
つ
の
形
象
﹀
と
表
現
さ
れ
、︿
竪

琴
﹀
で
あ
る
こ
と
は
タ
イ
ト
ル
の
み
で
読
者
に
伝
え
ら
れ
る
。

詩
人
は
︿
竪
琴
を
奏
く
女
﹀
の
演
奏
を
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
見
て
い

る
。
そ
し
て
、︿
竪
琴
﹀
の
形
態
と
位
置
を
︿
彼
女
の
肩
よ
り
高
く
、
大
き
く
／

其
一
部
は
彼
女
の
展
け
た
両
脚
の
間
に
あ
る
﹀
と
表
現
し
て
い
る
。
演
奏
の
動
作

は
︿
女
﹀
の
︿
足
先
﹀︿
手
﹀︿
爪
﹀
に
よ
っ
て
巧
み
に
描
出
さ
れ
、
音
楽
の
進
行

は
︿
震
動
へ
、
切
な
げ
に
喚
く
、
泣
く
、／
つ
ゞ
け
ざ
ま
に
長
く
。﹀
と
、
擬
人
法

に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
﹁
ピ
ア
ノ
三
重
奏
」︵﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄︶
に

通
じ
る
手
法
で
あ
る⑾
。
最
終
行
の
︿
か
た
い
一
つ
の
形
象
﹀
と
い
う
詩
句
に
は
、

明
ら
か
に
リ
ル
ケ
の
影
響
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
杉
本
春
夫
が
﹁
演

奏
の
終
了
が
、
単
な
る
終
り
で
は
な
く
、
一
種
の
悲
哀
を
漂
わ
す
喪
失
感
め
い
た

も
の
を
象
徴
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
後
年
の
実
存
主
義
へ
の
芽
生
え
を
み
と
る
こ

と
が
で
き
よ
う
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
戦
後
の
詩
へ
と
遠
く
つ
な
が
っ
て
い
る
詩

で
も
あ
る⑿
。
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本
章
で
﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
を
問
題
に
す
る
の
は
、﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾

遺
」
の
編
集
に
は
村
野
四
郎
自
身
の
意
思
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

村
野
四
郎
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
村
野
四
郎
全
詩
集
﹄︵
筑
摩
書
房
、
昭
和
四

三
年
一
二
月
︶
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
没
後
刊
行
の
増
補
版
﹃
定
本
村
野
四
郎

全
詩
集
﹄︵
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
五
年
八
月
︶
の
﹁
年
譜
」︵
七
〇
一
頁
︶
に
は
﹃
全

詩
集
﹄
収
録
作
品
に
つ
い
て
﹁
若
干
の
詩
篇
の
削
除
、
補
筆
が
あ
る
」
と
書
か
れ

て
い
る
。

﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
の
詩
篇
は
、﹁
拾
遺
」
で
あ
っ
て
、
テ
ー
マ
を
も
っ
た

一
つ
の
世
界
を
形
作
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
え
て
﹃
体
操
詩
集
﹄
の

﹁
拾
遺
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
初
出

に
よ
り
分
析
し
て
み
る
。

　
　
　
旗
手
の
唄

安
ら
か
な
黄ひ

く
れ昏
に
な
れ
ば

風
の
死
と
共
に
　
お
ま
へ
は
萎な

え
る
。

喚わ
め

け
る
皮む

鞭ち

と

サ
ジ
ズ
ム
の
花
よ
！

酷む

ご
く
あ
れ
風
、
跪も

が

け
よ
旗

意
識
的
な
ル
ビ
、
擬
人
法
を
駆
使
し
た
短
詩
﹁
旗
手
の
唄
」
に
は
、
第
一
詩
集

﹃
罠
﹄
の
詩
風
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
大
野
純
も
同
様
に
こ
の
詩
に
つ
い
て

﹁﹃
全
詩
集
﹄
で
﹁
体
操
詩
集
・
拾
遺
」
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
特
に
﹃
罠
﹄

に
至
近
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る⑺
。
ま
た
、
諧
謔
を
帯
び
た
や
や
暗
さ
の
伴
う

﹁
私
」﹁
午
」﹁
夜
」
等
も
﹃
罠
﹄
に
連
な
る
詩
風
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、﹁
消
息
」
の
よ
う
に
、﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
の
後
に
﹃
抒
情
飛
行
﹄

︽
春
の
祭
︾
章
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
詩
も
あ
る
。
初
出
﹁
詩
法
︵
第
一

〇
号
︶
の
原
題
は
﹁
粗
雑
な
夜
―
消
息
―
」
で
あ
っ
た
。

　
　
　
粗
雑
な
夜
―
消
息
―

村
は

菫
い
ろ
の
事
物
の
鎖
の
中
に
沈
む

古
典
的
な
友
よ

あ
な
た
の
帽
子
の
や
う
な

空
は
消
失
し
た

ガ
ラ
ス
の
家
へ
ラ
ン
プ
を
つ
け

こ
れ
か
ら
私
は

花
の
虫
を
と
る

も
う
肉
体
で
は
う
た
は
な
い
。

﹃
抒
情
飛
行
﹄
所
収
の
際
に
も
改
作
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
比
喩
︿
あ
な

た
の
帽
子
の
や
う
な
／
空
は
消
失
し
た
﹀
を
は
じ
め
、
詩
人
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
が

先
行
し
た
感
が
ぬ
ぐ
え
ず
、
詩
の
完
成
度
は
決
し
て
高
い
と
は
い
え
な
い
。
最
終

行
の
︿
も
う
肉
体
で
は
う
た
は
な
い
﹀
と
い
う
詩
句
に
は
、﹃
体
操
詩
集
﹄
の
客

観
性
や
即
物
性
を
重
視
し
た
詩
法
と
は
異
な
っ
た
、
暗
い
抒
情
が
み
と
め
ら
れ

る
。
大
野
純
は
後
に
﹃
抒
情
飛
行
﹄
に
収
め
ら
れ
た
﹁
遠
い
こ
え
」︵
初
出
題
﹁
遠

い
声
」、﹁
文
芸
汎
論
」
第
四
巻
第
四
号
、
昭
和
九
年
四
月
︶
と
、﹁
消
息
」
を
引

い
て
、﹁
こ
れ
は
﹃
体
操
詩
集
﹄
の
世
界
で
は
な
い
」
と
し
、﹁
た
と
へ
ば
﹁
九
月

の
パ
ス
ト
ラ
ル
」︵
昭
九
︶、﹁
つ
ま
ら
な
い
時
間
」︵
昭
八
︶
か
ら
﹁
反
転
現
像
」

︵
昭
四
︶
な
ど
を
通
じ
て
、
遠
く
﹃
罠
﹄
に
つ
ら
な
っ
て
ゐ
る
も
の
」
だ
と
い
う

見
解
を
示
し
て
い
る⑻
。

﹃
罠
﹄︵
大
正
一
五
年
︶
か
ら
﹃
体
操
詩
集
﹄︵
昭
和
一
四
年
︶
を
経
て
、﹃
抒
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情
飛
行
﹄︵
昭
和
一
七
年
︶、﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄︵
昭
和
一
九
年
︶
に
至
る
ま
で
、
村
野

四
郎
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
。﹃
抒
情
飛
行
﹄

の
﹁
小
序
」
に
は
﹁
私
は
数
年
ま
へ
﹁
体
操
詩
集
」
を
出
し
た
。
あ
の
詩
集
は
特

別
な
題
目
の
下
に
つ
ら
な
る
作
品
だ
け
を
選
ん
で
編
ん
だ
の
で
、
実
際
に
私
の
主

要
な
作
品
の
多
く
は
こ
の
﹁
抒
情
飛
行
」
以
後
の
詩
集
の
た
め
に
残
さ
れ
て
ゐ
た

と
い
つ
て
よ
い
。」
と
記
し
て
い
る⑼
。﹃
罠
﹄
以
降
か
ら
﹃
体
操
詩
集
﹄
刊
行
ま
で

の
村
野
四
郎
の
作
品
群
に
は
、
多
様
な
詩
風
が
混
在
し
て
お
り
、
多
角
的
に
検
証

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
の
中
か
ら
﹁
竪
琴
を
奏
く
女
」
を
取
り
上
げ

て
分
析
し
て
み
た
い
。

　
　
　
竪
琴
を
奏ひ

く
女

― EV
E. 19, A

PR
IL, 19. 9. 

―

彼
女
の
愛
す
る
も
の
は

彼
女
の
肩
よ
り
高
く
、
大
き
く

其
一
部
は
彼
女
の
展ひ

ら

け
た
両
脚
の
間
に
あ
る
。

彼
女
の
足あ

し

先さ
き

は
上
に
向
き
、

そ
の
愛
撫
す
る
手
は
し
ろ
く

光ひ
か
り圏
の
中
の
煙
の
や
う
に
湲ゆ

る
や

か
に

遠
い
思
ひ
を
抱だ

く
や
う
に
、
時
に
は
そ
つ
と
押
し
や
る
や
う
だ

し
か
も
突
然
　
は
げ
し
く
爪
で
掻
き
立
て
る
。

そ
の
度
に
彼
女
の
愛
す
る
も
の
は
震ふ

動る

へ
、
切
な
げ
に
喚わ

め

く
、
泣
く
、

つ
ゞ
け
ざ
ま
に
長
く
。

彼
女
の
眼
は
全
く
睫ま

つ

毛げ

の
中
に
あ
る

無
数
の
顔
は
、
彼
女
に
は
唯
　
ぼ
や
け
た
帳と

ば
り

の
雲
だ
。

彼
女
の
愛
撫
は
い
つ
ま
で
も
つ
ゞ
く
で
あ
ら
う
―
―

だ
が
そ
れ
も
少し

ば
ら
く時

　
漸
く
彼
女
の
腕
は
萎な

え
る
。

そ
し
て
は
げ
し
い
一
つ
の
発
作
が
す
む
と

彼
女
は
愛
す
る
も
の
か
ら
身
を
離
す
。

い
ま
や
彼
女
は
ま
つ
た
く
何
か
を
受
胎
し
た
。

人
々
の
顔
は
　
た
ゞ
皺
だ
ん
だ
疲
労
の
雲
だ
、

彼
女
は
ぐ
つ
た
り
と
し
て
去
る
、

其
後
へ
、
か
た
い
一
つ
の
形か

た
ち象
を
の
こ
し
て
。

演
奏
の
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
動
的
に
表
現
し
、
観
客
と
思
わ
れ
る

︿
人
々
﹀
を
最
後
に
登
場
さ
せ
る
と
こ
ろ
等
は
、﹁
ピ
ア
ノ
三
重
奏
」︵﹃
珊
瑚
の

鞭
﹄
の
方
法
に
よ
く
似
て
い
る⑽
︶。

楽
器
は
︿
彼
女
の
愛
す
る
も
の
﹀︿
か
た
い
一
つ
の
形
象
﹀
と
表
現
さ
れ
、︿
竪

琴
﹀
で
あ
る
こ
と
は
タ
イ
ト
ル
の
み
で
読
者
に
伝
え
ら
れ
る
。

詩
人
は
︿
竪
琴
を
奏
く
女
﹀
の
演
奏
を
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
見
て
い

る
。
そ
し
て
、︿
竪
琴
﹀
の
形
態
と
位
置
を
︿
彼
女
の
肩
よ
り
高
く
、
大
き
く
／

其
一
部
は
彼
女
の
展
け
た
両
脚
の
間
に
あ
る
﹀
と
表
現
し
て
い
る
。
演
奏
の
動
作

は
︿
女
﹀
の
︿
足
先
﹀︿
手
﹀︿
爪
﹀
に
よ
っ
て
巧
み
に
描
出
さ
れ
、
音
楽
の
進
行

は
︿
震
動
へ
、
切
な
げ
に
喚
く
、
泣
く
、／
つ
ゞ
け
ざ
ま
に
長
く
。﹀
と
、
擬
人
法

に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
﹁
ピ
ア
ノ
三
重
奏
」︵﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄︶
に

通
じ
る
手
法
で
あ
る⑾
。
最
終
行
の
︿
か
た
い
一
つ
の
形
象
﹀
と
い
う
詩
句
に
は
、

明
ら
か
に
リ
ル
ケ
の
影
響
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
杉
本
春
夫
が
﹁
演

奏
の
終
了
が
、
単
な
る
終
り
で
は
な
く
、
一
種
の
悲
哀
を
漂
わ
す
喪
失
感
め
い
た

も
の
を
象
徴
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
後
年
の
実
存
主
義
へ
の
芽
生
え
を
み
と
る
こ

と
が
で
き
よ
う
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
戦
後
の
詩
へ
と
遠
く
つ
な
が
っ
て
い
る
詩

で
も
あ
る⑿
。
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　B

all R
oom

︵﹁
文
芸
汎
論
」
昭
和
八
年
五
月
︶

ひ
つ
く
り
覆か

へ

し
た
バ
ス
ケ
ツ
ト

白
い
薔
薇
　
紅
い
薔
薇

蜂
が
た
か
つ
て
ゐ
る
花

　
　
　
★

一
つ
の
足
が
と
び
こ
む
と

小
さ
い
靴
が
お
ど
ろ
い
た
や
う
に
慄ふ

る

え
て
と
び
だ
す

彼
女
の
裳
裾
の
雲
の
中
か
ら

　
　
　
★

彼
女
の
肩
胛
の
上
で

コ
ス
チ
ユ
ー
ム
の
小
さ
い
布き

片れ

が
羽
の
や
う
に
ひ
ら
ひ
ら
す
る

寒
さ
と
空
腹
とM

enstruation

の
青
い
天
使
よ

音
楽
が
ぞ
ー
つ
と
立
ち
あ
が
る

彼
女
は
雲
の
中
で
貧
血
を
お
こ
す

移
動
す
る
空
模
様
の
ち
ぎ
れ
雲
の
や
う
に

消
え
る
ま
へ
に
　
床
の
上
へ
霙
の
音
を
た
て
な
が
ら

　
　
　B

all R
oom

に
て
︵﹁
若
草
」
昭
和
九
年
一
月
︶

ひ
つ
く
り
覆
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

白
い
薔
薇
　
黒
い
薔
薇

蜂
が
た
か
つ
て
ゐ
る
花

　
　
　
２

一
つ
の
足
が
と
び
こ
む
と

小
さ
い
靴
が
驚
い
た
や
う
に
慄
へ
て
と
び
だ
す

彼
女
の
裳
裾
の
雲
の
中
か
ら

　
　
　
３

彼
女
の
肩
胛
の
上
で

コ
ス
チ
ユ
ー
ム
の
小
さ
い
布
片
が
羽
の
や
う
に
ひ
ら

く
す
る

寒
さ
と
　
空
腹
と
　m

enstruation

の
青
い
天
使
よ

音
楽
が
ぞ
ー
つ
と
立
ち
あ
が
る

彼
女
は
雲
の
中
で
貧
血
を
お
こ
す

移
動
す
る
空
模
様
の
ち
ぎ
れ
雲
の
や
う
に

消
え
る
ま
へ
　
床
の
上
へ
霙
の
音
を
た
て
な
が
ら

―

タ
イ
ト
ル
は
﹁
文
芸
汎
論
」
版
の
み
が
﹁B

all R
oom

」
で
あ
る
。
大
き
な
違

い
は
、﹁
文
芸
汎
論
」
版
と
﹁
若
草
」
版
で
は
、
一
連
目
の
二
行
目
に
各
々
︿
白

い
薔
薇
　
紅
い
薔
薇
﹀︿
白
い
薔
薇
　
黒
い
薔
薇
﹀
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
点
で
、

連
の
間
の
記
号
も
三
誌
で
変
化
し
て
い
る
。
内
容
の
大
き
な
改
変
は
ほ
と
ん
ど
認

め
ら
れ
な
い
が
、
発
表
の
た
び
に
推
敲
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
詩
へ
の
村
野
四
郎
の

思
い
入
れ
の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
に
は
﹁B

all R
oom

に
て
」
と
し
て
﹁
旗
魚
」
版
が
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
収
め
ら
れ
た
。﹁
旗
魚
」
版
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
記
号
﹁
×
」

の
消
去
と
、
最
後
の
二
行
で
あ
る
。

移
動
す
る
空
模
様
の
ち
ぎ
れ
雲
が

床
の
上
に
霙
の
音
を
た
て
な
が
ら

こ
の
﹁
拾
遺
」
版
の
二
行
は
﹁
文
芸
汎
論
」﹁
若
草
」
と
も
異
な
っ
て
お
り
、

改
作
の
時
期
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
な
お
、﹁
若
草
」
版
は
、
萩
原
朔
太
郎
に
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以
上
の
よ
う
に
、﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
の
詩
篇
か
ら
も
、﹃
体
操
詩
集
﹄
時

代
の
詩
篇
に
は
、﹃
罠
﹄
か
ら
﹃
抒
情
飛
行
﹄﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄
を
経
て
、
戦
後
に
至

る
ま
で
の
多
様
な
詩
世
界
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
大
岡
信
が

い
う
村
野
四
郎
の
﹁
曖
昧
な
部
分
」
で
も
あ
り
、
詩
の
方
法
の
獲
得
に
模
索
し
て

い
た
当
時
の
詩
人
の
内
的
葛
藤
と
と
も
に
、
村
野
四
郎
の
﹁
詩
の
実
験
」
の
幅
広

さ
を
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る⒀
。

こ
こ
で
再
び
﹁
竪
琴
を
奏
く
女
」
に
戻
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、︿
展

け
た
両
脚
の
間
﹀︿
そ
の
愛
撫
す
る
手
﹀︿
彼
女
の
愛
撫
は
い
つ
ま
で
も
つ
ゞ
く
﹀

︿
ま
つ
た
く
何
か
を
受
胎
し
た
﹀
等
の
詩
句
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
に
ほ

の
か
な
エ
ロ
ス
が
漂
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
芳
賀
秀
次
郎
も
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る⒁
。

こ
の
﹁
竪
琴
を
奏
く
女
」
と
い
う
作
品
の
は
じ
め
七
行
は
、﹁
煙
の
や
う

に
ゆ
る
や
か
な
」
遠
い
思
い
の
な
か
の
、
ほ
の
か
な
生
の
よ
ろ
こ
び
で
あ

る
。し

か
し
そ
の
次
の
六
行
は
、
ま
さ
に
き
ら
め
く
愛
の
燃
焼
で
あ
る
。
喜
び

の
中
で
、
愛
撫
の
な
か
で
、
切
な
げ
に
喚
き
泣
く
烈
し
い
愛
と
性
と
の
時
間

で
あ
る
。

そ
し
て
終
わ
り
の
七
行
は
、
愛
の
終
末
で
あ
る
。
疲
労
の
雲
の
な
か
で
、

喜
び
の
時
は
す
で
に
過
ぎ
、
ひ
と
は
愛
す
る
も
の
か
ら
身
を
ひ
る
が
え
す
。

そ
し
て
彼
女
は
ひ
と
つ
の
受
胎
の
な
か
、
疲
労
の
雲
の
な
か
に
去
る
。

こ
れ
は
、﹃
体
操
詩
集
﹄
に
も
一
部
通
じ
て
い
る
。
こ
の
性
的
な
詩
風
と
﹁
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
詩
」
と
の
接
点
に
つ
い
て
﹁B

all R
oom

に
て
」
を
取
り
上
げ

て
検
証
し
て
み
る
。

三
、
作
品
研
究
「B

all R
oom

に
て
」

本
稿
二
章
で
示
し
た
よ
う
に
、﹁B

all R
oom

に
て
」
は
、
初
出
が
﹁
旗
魚
」︵
昭

和
八
年
四
月
︶
で
、
そ
の
後
二
度
再
録
さ
れ
た
も
の
の
最
後
ま
で
単
行
詩
集
に
収

め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
三
度
の
改
稿
が
活

字
に
な
っ
て
お
り
、﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
戦
前
の
詩
業
を
検
証
す
る
う
え
で
重
要
な
一
篇
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
半
年
と
い
う
短
期
間
に
、
少
し
の
改
作
を
ほ
ど
こ
し
つ
つ
﹁
旗
魚
」﹁
文

芸
汎
論
」﹁
若
草
」
三
雑
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
各
雑
誌
の
詩
篇
を
比
較
し
て

み
よ
う
。

　
　
　B

all R
oom

に
て
︵﹁
旗
魚
」
昭
和
八
年
四
月
︶

ひ
つ
く
り
か
へ
し
た
花バ

ス

籠
ケ
ツ
ト

蜂
が
た
か
つ
て
ゐ
る
花

　
　
　
×

一
つ
の
足
が
と
び
こ
む
と

小
さ
い
黄
金
の
靴
が
お
ど
ろ
い
た
や
う
に
慄ふ

る

え
て
と
び
だ
す

彼
女
の
裳
裾
の
雲
の
中
か
ら

　
　
　
×

彼
女
の
肩
胛
の
上
で
コ
ス
チ
ユ
ー
ム
の
小
さ
い
布き

片れ

が
羽
の
や
う
に
ひ
ら
ひ

ら
す
る

寒
さ
と
空
腹
とm

enstruation

の
青
い
天
使
よ

音
楽
が
ぞ
ー
つ
と
立
ち
あ
が
る

彼
女
は
雲
の
中
で
貧
血
を
お
こ
す

移
動
す
る
空
模
様
の
ち
ぎ
れ
雲
の
や
う
に

床
の
上
へ
霙
の
音
を
た
て
な
が
ら
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　B

all R
oom

︵﹁
文
芸
汎
論
」
昭
和
八
年
五
月
︶

ひ
つ
く
り
覆か

へ

し
た
バ
ス
ケ
ツ
ト

白
い
薔
薇
　
紅
い
薔
薇

蜂
が
た
か
つ
て
ゐ
る
花

　
　
　
★

一
つ
の
足
が
と
び
こ
む
と

小
さ
い
靴
が
お
ど
ろ
い
た
や
う
に
慄ふ

る

え
て
と
び
だ
す

彼
女
の
裳
裾
の
雲
の
中
か
ら

　
　
　
★

彼
女
の
肩
胛
の
上
で

コ
ス
チ
ユ
ー
ム
の
小
さ
い
布き

片れ

が
羽
の
や
う
に
ひ
ら
ひ
ら
す
る

寒
さ
と
空
腹
とM

enstruation

の
青
い
天
使
よ

音
楽
が
ぞ
ー
つ
と
立
ち
あ
が
る

彼
女
は
雲
の
中
で
貧
血
を
お
こ
す

移
動
す
る
空
模
様
の
ち
ぎ
れ
雲
の
や
う
に

消
え
る
ま
へ
に
　
床
の
上
へ
霙
の
音
を
た
て
な
が
ら

　
　
　B

all R
oom

に
て
︵﹁
若
草
」
昭
和
九
年
一
月
︶

ひ
つ
く
り
覆
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

白
い
薔
薇
　
黒
い
薔
薇

蜂
が
た
か
つ
て
ゐ
る
花

　
　
　
２

一
つ
の
足
が
と
び
こ
む
と

小
さ
い
靴
が
驚
い
た
や
う
に
慄
へ
て
と
び
だ
す

彼
女
の
裳
裾
の
雲
の
中
か
ら

　
　
　
３

彼
女
の
肩
胛
の
上
で

コ
ス
チ
ユ
ー
ム
の
小
さ
い
布
片
が
羽
の
や
う
に
ひ
ら

く
す
る

寒
さ
と
　
空
腹
と
　m

enstruation

の
青
い
天
使
よ

音
楽
が
ぞ
ー
つ
と
立
ち
あ
が
る

彼
女
は
雲
の
中
で
貧
血
を
お
こ
す

移
動
す
る
空
模
様
の
ち
ぎ
れ
雲
の
や
う
に

消
え
る
ま
へ
　
床
の
上
へ
霙
の
音
を
た
て
な
が
ら

―

タ
イ
ト
ル
は
﹁
文
芸
汎
論
」
版
の
み
が
﹁B

all R
oom

」
で
あ
る
。
大
き
な
違

い
は
、﹁
文
芸
汎
論
」
版
と
﹁
若
草
」
版
で
は
、
一
連
目
の
二
行
目
に
各
々
︿
白

い
薔
薇
　
紅
い
薔
薇
﹀︿
白
い
薔
薇
　
黒
い
薔
薇
﹀
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
点
で
、

連
の
間
の
記
号
も
三
誌
で
変
化
し
て
い
る
。
内
容
の
大
き
な
改
変
は
ほ
と
ん
ど
認

め
ら
れ
な
い
が
、
発
表
の
た
び
に
推
敲
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
詩
へ
の
村
野
四
郎
の

思
い
入
れ
の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
に
は
﹁B

all R
oom

に
て
」
と
し
て
﹁
旗
魚
」
版
が
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
収
め
ら
れ
た
。﹁
旗
魚
」
版
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
記
号
﹁
×
」

の
消
去
と
、
最
後
の
二
行
で
あ
る
。

移
動
す
る
空
模
様
の
ち
ぎ
れ
雲
が

床
の
上
に
霙
の
音
を
た
て
な
が
ら

こ
の
﹁
拾
遺
」
版
の
二
行
は
﹁
文
芸
汎
論
」﹁
若
草
」
と
も
異
な
っ
て
お
り
、

改
作
の
時
期
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
な
お
、﹁
若
草
」
版
は
、
萩
原
朔
太
郎
に
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ン
ス
が
競
技
に
加
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
来
日
す
る
外
国
人
の
た
め
に

も
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
必
要
だ
。
ま
だ
ま
だ
生
き
残
り
の
道
は
あ
る
。
そ
ん

な
ふ
う
な
漠
然
と
し
た
期
待
感
の
み
が
関
係
者
の
支
え
に
な
っ
て
い
た
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
期
待
は
か
な
わ
ぬ
も
の
と
な
る
。

こ
の
見
解
を
ふ
ま
え
れ
ば
、﹁B

all R
oom

に
て
」
は
、﹃
体
操
詩
集
﹄
の
近
縁

の
詩
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
、
こ
の
詩
と

﹃
体
操
詩
集
﹄
を
関
連
づ
け
て
論
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、﹃
体
操

詩
集
﹄
を
検
証
す
る
う
え
で
も
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

一
連
目
の
︿
ひ
つ
く
り
か
へ
し
た
花
籠
／
蜂
が
た
か
つ
て
い
ゐ
る
花
﹀
は
、
華

や
か
な
ド
レ
ス
と
、
そ
の
揺
れ
る
衣
装
の
間
で
交
差
す
る
足
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
。
二
連
目
で
は
、
軽
快
な
動
き
が
︿
彼
女
の
裳
裾
の
雲
の
中
﹀
か
ら
出
て
い
る

︿
足
﹀
を
視
点
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
に
お
い
て
も
、﹃
体
操
詩
集
﹄﹁
飛

込
︵
一
︶」
の
︿
花
の
や
う
に
雲
た
ち
の
衣
裳
が
開
く
﹀、︿
日
に
焦
げ
た
小
さ
い

蜂
よ
／
あ
な
た
は
花
に
向
つ
て
落
ち
／
つ
き
刺
さ
る
や
う
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
﹀
等

の
詩
句
と
の
類
似
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。︿
花
﹀︿
蜂
﹀、
特
に
︿
雲
﹀
の
モ
チ
ー

フ
は
他
の
詩
で
も
多
用
さ
れ
て
い
る⒇
。

村
野
四
郎
は
、
学
生
時
代
に
は
﹁
運
動
部
で
活
躍
、
と
く
に
柔
道
、
機
械
体
操

を
得
意
と
し
、
柔
道
部
の
主
将
を
つ
と
め
」
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う�
。
安
藤
一

郎
に
よ
れ
ば
、
撞
球
、
ダ
ン
ス
等
の
外
来
の
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
も
若
い
こ

ろ
か
ら
積
極
的
に
興
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ダ
ン
ス
は
、
当
時
は
競
技
と
し
て

理
解
さ
れ
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
精

通
し
て
い
た
村
野
四
郎
で
あ
れ
ば
、
ダ
ン
ス
を
体
操
競
技
の
一
種
と
し
て
詩
の
モ

チ
ー
フ
に
し
た
こ
と
は
想
定
で
き
る
。

思
い
入
れ
の
強
い
こ
の
詩
が
﹃
体
操
詩
集
﹄
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
何

で
あ
ろ
う
か
。﹁
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
詩
」
と
す
る
に
は
読
者
の
理
解
を
得
ら
れ

な
い
と
い
う
危
惧
と
と
も
に
、﹃
体
操
詩
集
﹄
の
硬
質
な
即
物
的
表
現
と
は
異
な

る
部
分
が
あ
る
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
三
連
目
の
︿m

enstruation

﹀︵
＝
月
経
︶

は
、
女
性
の
身
体
を
象
徴
す
る
詩
句
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
﹃
体
操
詩

集
﹄
の
世
界
の
中
心
か
ら
は
離
れ
て
、﹁
竪
琴
を
奏
く
女
」
と
同
様
に
、
女
性
を

詩
の
中
心
に
据
え
て
性
的
な
空
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

こ
の
性
的
な
詩
風
は
、
戦
前
の
村
野
四
郎
の
詩
業
全
体
を
俯
瞰
す
る
と
、
新
た

な
﹁
縞
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、﹃
体
操
詩
集
﹄

と
の
接
点
と
い
う
観
点
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。﹃
体
操
詩
集
﹄
に
お
い
て
も
、

同
様
の
指
摘
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。﹁
鞦
韆
」﹁
フ
ー
プ
」
の
二
篇
に
つ
い
て
は
、

初
出
の
タ
イ
ト
ル
が
﹁
匂
へ
る
園
」
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
た
芳
賀
秀
次
郎
の
詳

細
な
解
説
が
あ
る
。
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
次
章
で
考
察
し
て
み
た
い
。

四
、『
匂
へ
る
園
』
関
連
詩

﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
の
﹁
フ
ー
プ
」
と
﹁
鞦
韆
」
は
、
原
題
は
﹁
匂
へ
る
園

―“
perfum

ed garden”

―
」
で
あ
り
、﹁
詩
法
」
第
一
一
号
︵
昭
和
一
〇
年

七
月
︶、
第
一
二
号
︵
昭
和
一
〇
年
八
月
︶
に
続
け
て
発
表
さ
れ
た
。
い
わ
ば
連

作
と
い
っ
て
も
よ
い
詩
篇
で
あ
る
。
実
は
、﹃
体
操
詩
集
﹄
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の

作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
、﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
に
も
収
め
ら
れ
な

か
っ
た
三
作
目
の
﹁
匂
へ
る
園

―“
Perfum

ed garden”

―
」︵﹁
文
芸
汎
論
」

第
五
巻
第
一
〇
号
　
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
︶
と
い
う
詩
が
あ
る
。

　
　
　
匂
へ
る
園
―
―“Perfum

ed garden”

―
―

　
　
　
一

リ
ボ
ン
が
む
す
ぶ
や
う
に

虹
が
空
と
森
を
し
ば
る

鶸
の
巣
の
中
で
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よ
る
﹁
昭
和
日
本
詩
集
―
詩
の
建
設
の
前
に
―
」
と
題
す
る
特
集
に
寄
せ
ら
れ
た

も
の
で
、
同
誌
に
は
次
の
よ
う
な
序
が
あ
る⒂
。

小
誌
は
、
そ
の
新
興
の
気
運
に
、
確
乎
た
る
方
向
と
目
的
を
与
へ
ん
た
め
、

全
日
本
の
代
表
的
詩
人
四
十
五
氏
に
帰
し
て
、
こ
ゝ
に
﹁
昭
和
日
本
詩
集
」

を
編
ん
だ
。

集
る
と
こ
ろ
の
詩
篇
は
、
悉
く
作
者
の
自
選
に
よ
る
快
心
の
傑
作
、
従
つ

て
現
日
本
詩
壇
の
価
値
と
名
誉
が
、
本
集
に
か
け
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
つ
て

も
、
必
ず
し
も
溢
美
の
言
で
は
な
い
と
信
じ
る
。

﹁B
all R

oom

に
て
」
は
、
村
野
四
郎
自
身
が
選
ん
で
寄
稿
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
こ
の
時
期
の
作
品
群
を
検
討
す
る
う
え
で
看
過
で
き
な
い
も
の
だ

と
い
え
る
。

本
稿
で
は
初
出
﹁
旗
魚
」
版
を
も
と
に
分
析
を
し
て
み
る
。

こ
の
詩
は
︿B

all R
oom

﹀
で
ダ
ン
ス
を
す
る
男
女
の
様
子
を
、
女
性
に
焦
点

化
し
て
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
あ
る
。︿B

all R
oom

﹀
と
呼
ば
れ
た

舞
踏
場
で
の
所
謂
社
交
ダ
ン
ス
は
、
鹿
鳴
館
時
代
を
経
て
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初

年
に
か
け
て
大
衆
化
し
て
い
っ
た
。
特
に
フ
レ
ン
チ
・
ス
タ
イ
ル
と
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ス
タ
イ
ル
の
解
説
書
が
次
々
と
出
版
さ
れ
て
、
多
く
の
愛
好
者
に
親
し
ま

れ
て
い
っ
た
と
い
う
。
永
野
良
和
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る⒃
。

出
版
物
の
増
加
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
踏
風
の
う
ち
か
ら
体
系
的
な
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
ス
タ
イ
ル
が
抜
き
ん
出
る
契
機
と
な
っ
た
。
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

ス
タ
イ
ル
の
理
論
的
支
柱
と
な
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
第
一
人
者
ヴ
ィ
ク

タ
ー
・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー
の
著
書
﹃
モ
ダ
ン
・
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
・
ダ
ン
シ
ン

グ
﹄︵
一
九
二
七
年
︶
で
、
ダ
ン
ス
関
係
者
の
う
ち
英
語
が
読
め
る
者
は
丸

善
に
到
着
し
た
こ
の
本
を
買
い
求
め
読
み
あ
さ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
昭
和
七
年
に
、
専
門
誌
﹁
ザ
・
ダ
ン
ス
」、
翌
八
年
に
は
石
川
達
三
が
初

期
の
編
集
者
で
知
ら
れ
る
﹃
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
﹄
が
創
刊
さ
れ
、
シ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー

の
翻
訳
本
や
紹
介
本
も
次
々
と
出
版
さ
れ
た⒄
。
こ
の
詩
が
書
か
れ
た
昭
和
初
年
頃

に
は
、︿B

all R
oom

﹀
で
の
ダ
ン
ス
は
一
般
大
衆
に
も
浸
透
し
、
村
野
四
郎
自
身

の
関
心
も
高
か
っ
た
よ
う
だ
。
村
野
四
郎
と
親
交
が
あ
っ
た
安
藤
一
郎
は
次
の
よ

う
に
回
想
し
て
い
る⒅
。

私
が
は
じ
め
て
彼
を
知
っ
た
の
は
、
昭
和
初
頭
だ
っ
た
か
ら
、
も
う
四
十

年
間
の
つ
き
合
い
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
は
よ
く
淀
橋
浄
水
場
に
近
い
彼
の
家

を
訪
れ
た
し
、
何
か
の
会
合
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
新
宿
で
撞た

ま

球つ
き

に
興
じ
た
り
、

あ
る
い
は
帝
都
座
の
階
上
に
あ
っ
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
へ
行
っ
て
い
っ
し
ょ
に

踊
っ
た
り
し
た
。
村
野
は
、
ス
ケ
ー
タ
ー
・
ワ
ル
ツ
が
得
意
で
、
端
正
な
ス

テ
ッ
プ
で
フ
ロ
ア
を
す
べ
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
︵﹃
体
操
詩
集
﹄

の
時
期
に
属
す
る
詩
で
、﹁B

all R
oom

に
て
」
と
い
う
の
が
あ
る
︶。

し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
男
女
が
体
を
寄
せ
合
っ
て
踊
る
競
技
は
、
日

本
文
化
に
は
な
じ
ま
な
い
と
い
う
反
発
も
当
時
は
強
か
っ
た
。
実
際
に
風
紀
上
の

問
題
も
少
な
く
な
く
、
舞
踏
場
の
経
営
者
に
も
警
察
の
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ

た
。
営
業
停
止
処
分
と
な
る
ホ
ー
ル
も
出
て
、
内
務
省
ま
で
も
が
取
り
締
ま
り
に

乗
り
出
し
て
き
た
と
い
う
。
永
井
良
和
は
﹁
わ
が
国
の
性
規
範
と
、
当
時
と
し
て

は
濃
厚
な
身
体
接
触
を
見
せ
つ
け
る
社
交
ダ
ン
ス
と
の
間
の
緊
張
、
い
い
か
え
れ

ば
文
化
的
な
価
値
の
葛
藤
が
背
後
に
あ
る
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る⒆
。

関
係
者
に
と
っ
て
た
っ
た
ひ
と
つ
の
希
望
の
星
は
﹁
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で

あ
っ
た
。
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。
う
ま
く
い
け
ば
社
交
ダ
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ン
ス
が
競
技
に
加
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
来
日
す
る
外
国
人
の
た
め
に

も
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
必
要
だ
。
ま
だ
ま
だ
生
き
残
り
の
道
は
あ
る
。
そ
ん

な
ふ
う
な
漠
然
と
し
た
期
待
感
の
み
が
関
係
者
の
支
え
に
な
っ
て
い
た
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
期
待
は
か
な
わ
ぬ
も
の
と
な
る
。

こ
の
見
解
を
ふ
ま
え
れ
ば
、﹁B

all R
oom

に
て
」
は
、﹃
体
操
詩
集
﹄
の
近
縁

の
詩
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
、
こ
の
詩
と

﹃
体
操
詩
集
﹄
を
関
連
づ
け
て
論
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、﹃
体
操

詩
集
﹄
を
検
証
す
る
う
え
で
も
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

一
連
目
の
︿
ひ
つ
く
り
か
へ
し
た
花
籠
／
蜂
が
た
か
つ
て
い
ゐ
る
花
﹀
は
、
華

や
か
な
ド
レ
ス
と
、
そ
の
揺
れ
る
衣
装
の
間
で
交
差
す
る
足
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
。
二
連
目
で
は
、
軽
快
な
動
き
が
︿
彼
女
の
裳
裾
の
雲
の
中
﹀
か
ら
出
て
い
る

︿
足
﹀
を
視
点
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
に
お
い
て
も
、﹃
体
操
詩
集
﹄﹁
飛

込
︵
一
︶」
の
︿
花
の
や
う
に
雲
た
ち
の
衣
裳
が
開
く
﹀、︿
日
に
焦
げ
た
小
さ
い

蜂
よ
／
あ
な
た
は
花
に
向
つ
て
落
ち
／
つ
き
刺
さ
る
や
う
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
﹀
等

の
詩
句
と
の
類
似
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。︿
花
﹀︿
蜂
﹀、
特
に
︿
雲
﹀
の
モ
チ
ー

フ
は
他
の
詩
で
も
多
用
さ
れ
て
い
る⒇
。

村
野
四
郎
は
、
学
生
時
代
に
は
﹁
運
動
部
で
活
躍
、
と
く
に
柔
道
、
機
械
体
操

を
得
意
と
し
、
柔
道
部
の
主
将
を
つ
と
め
」
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う�
。
安
藤
一

郎
に
よ
れ
ば
、
撞
球
、
ダ
ン
ス
等
の
外
来
の
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
も
若
い
こ

ろ
か
ら
積
極
的
に
興
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ダ
ン
ス
は
、
当
時
は
競
技
と
し
て

理
解
さ
れ
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
精

通
し
て
い
た
村
野
四
郎
で
あ
れ
ば
、
ダ
ン
ス
を
体
操
競
技
の
一
種
と
し
て
詩
の
モ

チ
ー
フ
に
し
た
こ
と
は
想
定
で
き
る
。

思
い
入
れ
の
強
い
こ
の
詩
が
﹃
体
操
詩
集
﹄
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
何

で
あ
ろ
う
か
。﹁
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
詩
」
と
す
る
に
は
読
者
の
理
解
を
得
ら
れ

な
い
と
い
う
危
惧
と
と
も
に
、﹃
体
操
詩
集
﹄
の
硬
質
な
即
物
的
表
現
と
は
異
な

る
部
分
が
あ
る
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
三
連
目
の
︿m

enstruation

﹀︵
＝
月
経
︶

は
、
女
性
の
身
体
を
象
徴
す
る
詩
句
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
﹃
体
操
詩

集
﹄
の
世
界
の
中
心
か
ら
は
離
れ
て
、﹁
竪
琴
を
奏
く
女
」
と
同
様
に
、
女
性
を

詩
の
中
心
に
据
え
て
性
的
な
空
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

こ
の
性
的
な
詩
風
は
、
戦
前
の
村
野
四
郎
の
詩
業
全
体
を
俯
瞰
す
る
と
、
新
た

な
﹁
縞
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、﹃
体
操
詩
集
﹄

と
の
接
点
と
い
う
観
点
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。﹃
体
操
詩
集
﹄
に
お
い
て
も
、

同
様
の
指
摘
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。﹁
鞦
韆
」﹁
フ
ー
プ
」
の
二
篇
に
つ
い
て
は
、

初
出
の
タ
イ
ト
ル
が
﹁
匂
へ
る
園
」
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
た
芳
賀
秀
次
郎
の
詳

細
な
解
説
が
あ
る
。
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
次
章
で
考
察
し
て
み
た
い
。

四
、『
匂
へ
る
園
』
関
連
詩

﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
の
﹁
フ
ー
プ
」
と
﹁
鞦
韆
」
は
、
原
題
は
﹁
匂
へ
る
園

―“
perfum

ed garden”

―
」
で
あ
り
、﹁
詩
法
」
第
一
一
号
︵
昭
和
一
〇
年

七
月
︶、
第
一
二
号
︵
昭
和
一
〇
年
八
月
︶
に
続
け
て
発
表
さ
れ
た
。
い
わ
ば
連

作
と
い
っ
て
も
よ
い
詩
篇
で
あ
る
。
実
は
、﹃
体
操
詩
集
﹄
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の

作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
、﹁﹃
体
操
詩
集
﹄
拾
遺
」
に
も
収
め
ら
れ
な

か
っ
た
三
作
目
の
﹁
匂
へ
る
園

―“
Perfum

ed garden”

―
」︵﹁
文
芸
汎
論
」

第
五
巻
第
一
〇
号
　
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
︶
と
い
う
詩
が
あ
る
。

　
　
　
匂
へ
る
園
―
―“Perfum

ed garden”

―
―

　
　
　
一

リ
ボ
ン
が
む
す
ぶ
や
う
に

虹
が
空
と
森
を
し
ば
る

鶸
の
巣
の
中
で

（9） 崇城大学　紀要　第44号16



こ
の
傾
斜
で
は

あ
な
た
も
静
止
す
る
で
せ
う

立
派
な
棕
櫚
の
木
が
一
本

シ
ガ
ー
の
や
う
に

須ス

具グ

利リ

樹
の
髭
に
く
わ
へ
ら
れ
て
ゐ
る

﹃
体
操
詩
集
﹄
の
﹁
フ
ー
プ
」
に
さ
ほ
ど
大
き
な
改
作
は
見
ら
れ
な
い�
。

︿
フ
ー
プ
﹀
と
は
、
直
径
約
二
メ
ー
ト
ル
の
二
個
の
鉄
の
輪
を
数
本
の
横
棒
で
結

合
し
た
運
動
用
具
の
こ
と
で
あ
る
。
横
棒
に
手
足
を
か
け
て
回
転
さ
せ
、
前
進
、

後
退
を
繰
り
返
し
な
が
ら
移
動
さ
せ
る
運
動
を
行
う
。﹃
体
操
詩
集
﹄
に
は
、
女

性
二
人
が
円
の
中
で
運
動
す
る
写
真
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
芳
賀
秀
次
郎
は
最
後

の
三
行
に
﹁
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
あ
る
」
と
言
い
、﹁
そ
う
い
う
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ

ム
と
、
清
純
な
少
女
た
ち
の
世
界
と
を
か
さ
ね
合
わ
せ
て
、
そ
こ
に
ス
ポ
ー
ツ
の

世
界
の
も
つ
陰
影
や
、
健
康
な
肉
体
感
や
、
明
る
い
性
的
思
考
な
ど
を
画
い
た
」

詩
だ
と
と
ら
え
て
い
る�
。
だ
が
、
む
し
ろ
初
出
前
半
の
詩
句
︿
充
血
し
た
顔
の
上

で
／
あ
な
た
の
ズ
ボ
ン
は
み
だ
れ
る
﹀
の
よ
う
に
、
着
衣
の
乱
れ
る
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
着
目
し
た
い
。﹁
フ
ー
プ
」
で
は
、
こ
の
部
分
は
︿
充
血
し

た
顔
の
上
で
／
あ
な
た
の
ズ
ボ
ン
の
／
眩
し
い
雲
が
み
だ
れ
る
﹀
と
改
稿
さ
れ
て

い
る
。﹁B

all R
oom

に
て
」
に
お
け
る
、︿
彼
女
の
裳
裾
の
雲
の
中
か
ら
﹀︿
靴
が

お
ど
ろ
い
た
や
う
に
慄
え
て
飛
び
出
す
﹀
や
、︿m

enstruation

の
青
い
天
使
﹀
で

あ
る
︿
彼
女
﹀
が
︿
雲
の
中
で
貧
血
を
お
こ
す
﹀
と
い
う
描
写
と
重
ね
て
考
え
る

と
、︿
雲
﹀
が
女
性
の
身
体
を
強
調
す
る
隠
喩
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
︿
僕
﹀
を
主
体
と
し
た
﹁
体
操
」﹁
鉄
亜
鈴
」﹁
鉄
棒
」
等
と
は
異

な
り
、︿
あ
な
た
﹀
を
観
察
す
る
主
体
は
、︿
そ
の
円
の
中
で
／
あ
な
た
が
踠
く
の

を
見
る
の
は
愉
快
だ
﹀
と
、
感
情
を
表
出
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
﹁
匂
へ
る
園
」
で
あ
る
﹁
鞦
韆
」
に
は
、
見
る
主
体
で
あ
る

︿
私
﹀
が
登
場
す
る
。

　
　
　
匂
へ
る
園

―“
perfum

ed garden”

―

ペ
ン
キ
が
剥
げ
る
バ
ル
コ
ン
の
端
ま
で

あ
な
た
の
ブ
ラ
ン
コ
は
や
つ
て
く
る

い
つ
も
あ
な
た
は

そ
の
限
界
か
ら
飛
翔
で
き
な
い

あ
な
た
は
声
の
波
に
の
り

Ｚ
号
の
や
う
に

か
た
い
お
腹
を
見
せ
て

私
の
上
を
飛
ん
だ

世
界
が
あ
な
た
の
周
囲
で
静
ま
る
と

あ
な
た
は
長
い
旅
を
し
た
や
う
に

其
処
か
ら
下
り
て
く
る

そ
し
て
眩め

ま

ひ暈
を

私
の
体
で
支
へ
る
の
だ

﹁
鞦
韆
」
で
は
、︿
世
界
が
あ
な
た
の
周
囲
で
静
ま
る
と
﹀
以
降
か
ら
分
け
ら

れ
て
、
二
連
構
成
と
な
っ
て
お
り
、︿
飛
翔
﹀
が
︿
飛
躍
﹀
に
、︿
支
へ
る
の
だ
﹀

が
︿
支
へ
る
の
だ
つ
た
﹀
に
改
め
ら
れ
る
等
、
い
く
つ
か
の
改
稿
が
あ
る
。
ま
た
、

﹁
鞦
韆
」
に
は
、
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
少
女
が
、
笑
顔
で
大
き
く
両
脚
を
広
げ
て
ブ

ラ
ン
コ
に
乗
る
写
真
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

杉
本
春
生
は
次
の
よ
う
に
鑑
賞
し
て
い
る�
。

こ
の
詩
に
は
、
ど
こ
に
も
難
解
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
ひ
と
り
の
女
性
で
あ

ろ
う
か
。
ブ
ラ
ン
コ
に
の
っ
た
﹁
あ
な
た
」
の
す
が
た
が
、
一
種
の
ふ
く
よ

か
な
情
感
を
内
に
し
の
ば
せ
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。﹁
い
つ
も
　
あ
な

（11） 崇城大学　紀要　第44号

あ
な
た
の
毛
は

古
い
糞
に
ま
み
れ
た

女
よ

あ
な
た
は
愛
す
る
も
の
が

た
つ
た
地
方
を
し
ら
な
い
で
せ
う

仮
説
は
こ
わ
れ
て

き
た
な
く

私
は
遠
い
も
の
を
信
じ
な
く
て
い
ゝ

ご
ら
ん
　
近
よ
る
雲
は

牝
牛
よ
り
も
猥
褻
だ

　
　
　
二

土
鳩
は

乾
い
た
茨
の
蔭
か
ら
出
て
く
る

な
に
か
を
済
し
た

素
振
は
や
さ
し
く

眼
の
中
に
驚
愕
が
あ
る

天
使
の
や
う
に

お
ま
へ
の
胃
袋
は
か
る
く

空
に
浮
ん
で
飛
翔
し
た

悔
い
の
な
い

ロ
マ
ン
的
な
田
園

そ
れ
は
農
夫
の
大
き
い
手
の
中
で
焦
げ
る

　
　
　
三

モ
ロ
コ
シ
畑
に

古
い
嘆
き
が
き
こ
ゑ
る

私
の
帽
子
は

芙
蓉
の
上
に
あ
り

農
夫
は
も
う

ダ
リ
ヤ
の
花
に
お
ど
ろ
か
な
い

﹁
二
」
と
﹁
三
」
は
、﹃
抒
情
飛
行
﹄︽
春
の
祭
︾
章
に
、﹁
田
園
歌
︵
二
︶」﹁
田

園
歌
︵
三
︶」
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
詩
を
第
二
詩
集
﹃
体
操
詩
集
﹄
と
第

三
詩
集
﹃
抒
情
飛
行
﹄
を
繋
ぐ
作
品
と
し
て
改
め
て
検
討
し
て
み
る
価
値
も
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
﹁
匂
へ
る
園
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
持
つ
意
味
を
ふ
ま

え
、﹁
竪
琴
を
奏
く
女
」
や
﹁B

all R
oom

に
て
」、
そ
し
て
﹃
体
操
詩
集
﹄
と
の

関
連
に
つ
い
て
重
点
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。

﹁
一
」
は
、
田
園
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
﹁
二
」﹁
三
」
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ

た
詩
風
で
あ
る
。︿
あ
な
た
﹀
と
呼
ば
れ
る
︿
女
﹀
に
、︿
愛
す
る
も
の
が
／
た
つ

た
地
方
を
知
ら
な
い
で
せ
う
﹀、︿
ご
ら
ん
　
近
よ
る
雲
は
／
牝
牛
よ
り
も
猥
褻

だ
﹀
と
語
り
か
け
て
、
明
ら
か
に
性
的
な
詩
風
を
漂
わ
せ
て
い
る
。﹁
一
」
に
は

﹁
二
」﹁
三
」
と
の
関
連
性
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
単
独
の
詩
と
し
て
﹃
抒
情
飛

行
﹄
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
首
肯
で
き
る
。

こ
こ
で
﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
の
﹁
フ
ー
プ
」
と
﹁
鞦
韆
」
を
、
初
出
﹁
匂
へ
る

園

―“
perfum

ed garden”

―
」
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
匂
へ
る
園

―“
perfum

ed garden”

―

そ
の
円
の
中
で

あ
な
た
が
踠
く
の
を
見
る
の
は
愉
快
だ

フ
ー
プ
の
ひ
と
よ

充
血
し
た
顔
の
上
で

あ
な
た
の
ズ
ボ
ン
は
み
だ
れ
る

色
と
り
ど
り
の
雲

（10）『体操詩集』とその周辺―村野四郎ノート（二）― 15



こ
の
傾
斜
で
は

あ
な
た
も
静
止
す
る
で
せ
う

立
派
な
棕
櫚
の
木
が
一
本

シ
ガ
ー
の
や
う
に

須ス

具グ

利リ

樹
の
髭
に
く
わ
へ
ら
れ
て
ゐ
る

﹃
体
操
詩
集
﹄
の
﹁
フ
ー
プ
」
に
さ
ほ
ど
大
き
な
改
作
は
見
ら
れ
な
い�
。

︿
フ
ー
プ
﹀
と
は
、
直
径
約
二
メ
ー
ト
ル
の
二
個
の
鉄
の
輪
を
数
本
の
横
棒
で
結

合
し
た
運
動
用
具
の
こ
と
で
あ
る
。
横
棒
に
手
足
を
か
け
て
回
転
さ
せ
、
前
進
、

後
退
を
繰
り
返
し
な
が
ら
移
動
さ
せ
る
運
動
を
行
う
。﹃
体
操
詩
集
﹄
に
は
、
女

性
二
人
が
円
の
中
で
運
動
す
る
写
真
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
芳
賀
秀
次
郎
は
最
後

の
三
行
に
﹁
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
あ
る
」
と
言
い
、﹁
そ
う
い
う
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ

ム
と
、
清
純
な
少
女
た
ち
の
世
界
と
を
か
さ
ね
合
わ
せ
て
、
そ
こ
に
ス
ポ
ー
ツ
の

世
界
の
も
つ
陰
影
や
、
健
康
な
肉
体
感
や
、
明
る
い
性
的
思
考
な
ど
を
画
い
た
」

詩
だ
と
と
ら
え
て
い
る�
。
だ
が
、
む
し
ろ
初
出
前
半
の
詩
句
︿
充
血
し
た
顔
の
上

で
／
あ
な
た
の
ズ
ボ
ン
は
み
だ
れ
る
﹀
の
よ
う
に
、
着
衣
の
乱
れ
る
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
着
目
し
た
い
。﹁
フ
ー
プ
」
で
は
、
こ
の
部
分
は
︿
充
血
し

た
顔
の
上
で
／
あ
な
た
の
ズ
ボ
ン
の
／
眩
し
い
雲
が
み
だ
れ
る
﹀
と
改
稿
さ
れ
て

い
る
。﹁B

all R
oom

に
て
」
に
お
け
る
、︿
彼
女
の
裳
裾
の
雲
の
中
か
ら
﹀︿
靴
が

お
ど
ろ
い
た
や
う
に
慄
え
て
飛
び
出
す
﹀
や
、︿m

enstruation

の
青
い
天
使
﹀
で

あ
る
︿
彼
女
﹀
が
︿
雲
の
中
で
貧
血
を
お
こ
す
﹀
と
い
う
描
写
と
重
ね
て
考
え
る

と
、︿
雲
﹀
が
女
性
の
身
体
を
強
調
す
る
隠
喩
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
︿
僕
﹀
を
主
体
と
し
た
﹁
体
操
」﹁
鉄
亜
鈴
」﹁
鉄
棒
」
等
と
は
異

な
り
、︿
あ
な
た
﹀
を
観
察
す
る
主
体
は
、︿
そ
の
円
の
中
で
／
あ
な
た
が
踠
く
の

を
見
る
の
は
愉
快
だ
﹀
と
、
感
情
を
表
出
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
﹁
匂
へ
る
園
」
で
あ
る
﹁
鞦
韆
」
に
は
、
見
る
主
体
で
あ
る

︿
私
﹀
が
登
場
す
る
。

　
　
　
匂
へ
る
園

―“
perfum

ed garden”

―

ペ
ン
キ
が
剥
げ
る
バ
ル
コ
ン
の
端
ま
で

あ
な
た
の
ブ
ラ
ン
コ
は
や
つ
て
く
る

い
つ
も
あ
な
た
は

そ
の
限
界
か
ら
飛
翔
で
き
な
い

あ
な
た
は
声
の
波
に
の
り

Ｚ
号
の
や
う
に

か
た
い
お
腹
を
見
せ
て

私
の
上
を
飛
ん
だ

世
界
が
あ
な
た
の
周
囲
で
静
ま
る
と

あ
な
た
は
長
い
旅
を
し
た
や
う
に

其
処
か
ら
下
り
て
く
る

そ
し
て
眩め

ま

ひ暈
を

私
の
体
で
支
へ
る
の
だ

﹁
鞦
韆
」
で
は
、︿
世
界
が
あ
な
た
の
周
囲
で
静
ま
る
と
﹀
以
降
か
ら
分
け
ら

れ
て
、
二
連
構
成
と
な
っ
て
お
り
、︿
飛
翔
﹀
が
︿
飛
躍
﹀
に
、︿
支
へ
る
の
だ
﹀

が
︿
支
へ
る
の
だ
つ
た
﹀
に
改
め
ら
れ
る
等
、
い
く
つ
か
の
改
稿
が
あ
る
。
ま
た
、

﹁
鞦
韆
」
に
は
、
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
少
女
が
、
笑
顔
で
大
き
く
両
脚
を
広
げ
て
ブ

ラ
ン
コ
に
乗
る
写
真
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

杉
本
春
生
は
次
の
よ
う
に
鑑
賞
し
て
い
る�
。

こ
の
詩
に
は
、
ど
こ
に
も
難
解
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
ひ
と
り
の
女
性
で
あ

ろ
う
か
。
ブ
ラ
ン
コ
に
の
っ
た
﹁
あ
な
た
」
の
す
が
た
が
、
一
種
の
ふ
く
よ

か
な
情
感
を
内
に
し
の
ば
せ
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。﹁
い
つ
も
　
あ
な
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題
に
対
す
る
有
用
な
熱
烈
な
精
神
か
ら
出
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
つ
一
つ
の
秘
事
を
説
明
す
る
為
に
挿
入
さ
れ
た
数
々
の
説
話
︵
第
一
部
︶
は
全

く
デ
カ
メ
ロ
ン
、
ヘ
プ
タ
メ
ロ
ン
以
上
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。」
と
本
書
の

文
学
的
及
び
医
学
的
価
値
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

昭
和
三
年
に
初
め
て
日
本
で
翻
訳
さ
れ
た
時
に
は
﹃
薫
園
秘
話
﹄
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
あ
っ
た
が
、
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
シ
ュ
テ
ル
ン
・
シ
ュ
ザ
ナ
著
︵
佐
々

謙
自
訳
︶﹃B

ibliotheca curiosa et erotica

﹄︵
グ
ロ
テ
ス
ク
社
、
昭
和
三
年
一
一

月
︶
に
は
、﹁
ネ
フ
ザ
ウ
イ
の
匂
へ
る
園
」
と
い
う
節
が
あ
り
、︿
匂
へ
る
園
﹀
と

い
う
詩
句
は
、
昭
和
初
年
に
は
愛
好
家
に
は
知
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る�
。

そ
し
て
、
昭
和
十
年
に
三
つ
の
詩
篇
﹁
匂
へ
る
園
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
ネ

フ
ザ
フ
イ
﹃
匂
へ
る
園
﹄
か
ら
の
影
響
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う�
。

五
、『
体
操
詩
集
』
と
そ
の
周
辺
―
新
た
な
「
縞
」―

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、﹃
罠
﹄︵
大
正
一
五
年
︶
以
降
か
ら
﹃
体
操
詩

集
﹄︵
昭
和
一
四
年
︶
に
至
る
ま
で
の
村
野
四
郎
の
作
品
群
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

詩
風
が
混
在
し
て
い
る
。﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
の
十
九
篇
が
﹁
一
つ
の
縞
」
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
決
し
て
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

﹃
体
操
詩
集
﹄
の
中
に
も
︿
体
操
﹀
と
い
う
中
核
か
ら
遠
い
も
の
も
あ
り
、
ま

た
、
一
方
で
﹁
拾
遺
」
の
な
か
に
﹃
体
操
詩
集
﹄
に
近
接
す
る
も
の
も
あ
る
。
本

稿
で
は
、
そ
れ
ら
が
女
性
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
性
的
な
詩
風
の
作
品
群
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
も
﹃
体
操
詩
集
﹄
の
性
的
な
詩
風
に
つ
い
て
指
摘
が
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。﹃
体
操
詩
集
﹄
の
中
で
も
評
価
の
高
い
﹁
飛
込
」
に
つ
い
て
、
そ

の
解
釈
を
め
ぐ
る
吉
田
精
一
と
村
野
四
郎
の
や
り
取
り
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
飛
込

花
の
や
う
に
雲
た
ち
の
衣
裳
が
開
く

水
の
反
射
が

あ
な
た
の
裸
体
に
縞
を
つ
け
る

あ
な
た
は
遂
に
飛
び
だ
し
た

筋
肉
の
翅
で
。

日
に
焦
げ
た
小
さ
い
蜂
よ

あ
な
た
は
花
に
向
つ
て
落
ち

つ
き
刺
さ
る
や
う
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ

軈
て
　
あ
ち
ら
の
花
の
か
げ
か
ら

あ
な
た
は
出
て
く
る

液
体
に
濡
れ
て

さ
も
重
た
さ
う
に

吉
田
精
一
は
、
学
校
教
科
書
向
き
の
詩
の
候
補
と
し
て
﹁
飛
込
」
を
選
ん
だ
も

の
の
﹁
艶
笑
詩
く
さ
い
匂
い
が
あ
る
ぞ
、
と
い
う
風
に
感
じ
だ
し
た
」
と
述
べ
て

次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る�
。

そ
ん
な
目
で
見
る
と
、
第
一
、
出
だ
し
の
﹁
花
の
や
う
に
雲
た
ち
の
衣
裳

が
開
く
」
が
、
へ
ん

0

0

だ
し
、﹁
日
に
焦
げ
た
小
さ
い
蜂
よ
」
も
あ
や
し
い
。

こ
と
に
﹁
花
に
向
っマ

マ

て
落
ち
／
つ
き
刺
さ
る
や
う
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
」
は
痛

切
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
水
中
に
飛
び
こ
め
ば
、
濡
れ
る
の
は
あ
た
り
前
な
の

に
、﹁
液
体
に
濡
れ
て
／
さ
も
重
た
さ
う
に
」
は
、
ま
す
ま
す
変
だ
。

こ
う
い
う
解
釈
は
、
も
し
作
者
が
全
く
そ
う
し
た
意
識
が
な
か
っ
た
と
す

る
と
、
行
き
す
ぎ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
解
釈
者
の
品
性
の
下
根
を
あ
ら
わ

す
も
の
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
ま
た
作
品
に
対
し
て
申
し
わ
け
な
い
わ
け
で
も
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た
は
／
そ
の
限
界
か
ら
飛
躍
で
き
な
い
」
と
い
う
詩
句
で
は
、
ブ
ラ
ン
コ
に

托
さ
れ
、﹁
あ
な
た
」
と
作
者
と
の
心
理
的
距
離
も
ま
た
測
ら
れ
て
い
る
と

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
連
の
、
う
い
う
い
し
い
所
作
は
、
そ
の
特
徴
だ
け
が
ム
ダ
な
く
表
現

さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
、
さ
わ
や
か
な
肉
感
が
こ
ぼ
れ
て
い
る
。

小
海
永
二
は
﹁
後
連
の
終
わ
り
の
二
行
は
、
ブ
ラ
ン
コ
に
揺
ら
れ
て
眩
暈
を
起

こ
し
た
少
女
を
﹁
僕
」
が
し
っ
か
り
と
抱
き
し
め
る
動
作
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る�
。
芳
賀
秀
次
郎
は
︿
眩
暈
﹀
に
つ
い
て
﹁
ブ
ラ
ン
コ
に
ゆ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
る
め
ま
い
。
ま
た
、﹁
匂
へ
る
園
」
に
し
た
が
え
ば
、
性
の
よ
ろ
こ
び
の

中
の
目
眩
で
あ
る
」
と
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
解
釈
を
し
て
い
る�
。
程
度
の
差
こ
そ

あ
れ
、
三
者
と
も
に
、
こ
の
詩
に
あ
る
種
の
性
的
な
雰
囲
気
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

六
行
目
︿
Ｚ
号
の
や
う
に
／
か
た
い
お
腹
を
見
せ
て
﹀
の
︿
Ｚ
号
﹀
と
は
、
ド

イ
ツ
人
技
師
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
が
作
っ
た
飛
行
船
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。︿
か
た
い

お
腹
﹀
は
、
ブ
ラ
ン
コ
を
こ
ぐ
時
に
力
を
込
め
た
腹
部
を
示
し
て
い
る
と
小
海
永

二
は
解
釈
し
て
い
る
が
、
飛
行
船
の
船
腹
か
ら
は
筋
肉
質
の
腹
部
を
連
想
さ
せ
ら

れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
先
述
の
よ
う
に
私
服
を
着
て
ブ
ラ
ン
コ
を
こ
ぐ
少
女

の
写
真
が
あ
り
、︿
か
た
い
お
腹
﹀
は
﹁
見
え
る
も
の
」
と
し
て
提
示
さ
れ
て
は

い
な
い
。﹁
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
詩
」
を
集
め
た
﹃
体
操
詩
集
﹄
の
な
か
で
は
、

か
な
り
異
質
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
コ
は
、
体
操

競
技
の
道
具
と
い
う
よ
り
は
一
般
的
に
遊
具
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
ま

た
、
中
国
で
は
古
く
は
宮
女
が
用
い
た
性
的
な
用
具
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
自
選
詩
集
で
あ
る
﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄
に
は
﹃
体
操
詩
集
﹄
か
ら
も
十
四
篇

が
採
ら
れ
た
が
、
こ
の
﹁
鞦
韆
」
は
﹁
少
女
」
と
改
題
さ
れ
て
、﹁
体
操
詩
」
と

は
別
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る�
。﹃
体
操
詩
集
﹄
と
い
う
枠
組
み

の
な
か
に
は
あ
る
が
、﹁
鞦
韆
」
は
﹁
フ
ー
プ
」
と
同
様
に
異
質
な
詩
世
界
を

も
っ
て
い
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
ネ
フ
ザ
ヴ
ィ
著
﹃
匂
へ
る
園
﹄
と
の
関
係
を
考
察
し
て
み
た

い
。
ア
ラ
ビ
ア
人
で
あ
る
著
者
の
経
歴
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
り
、
所
謂
﹁
性

典
」
で
あ
る
こ
の
書
物
は
、
一
八
六
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
初
め
て
翻
訳
出
版
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
書
の
成
立
と
日
本
へ
の
移
入
に
つ
い
て
、
戦
後
に
本
書

を
翻
訳
し
た
松
戸
淳
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る�
。

本
書
は
、
ア
ラ
ビ
ヤ
の
奇
書
と
い
う
よ
り
も
、
世
界
一
の
珍
本
と
云
う
べ

く
、
内
容
の
有
益
で
、
し
か
も
興
味
あ
る
点
で
は
印
度
の
性
典
カ
ー
マ
・
ス

ト
ラ
を
し
の
ぐ
と
云
わ
れ
て
い
る
。︵
中
略
︶
一
八
五
〇
年
に
十
六
世
紀
の

ア
ラ
ビ
ア
語
写
本
か
ら
翻
訳
せ
ら
れ
た
の
が
、
本
訳
書
の
原
本
で
、
こ
の
訳

本
す
ら
も
一
八
七
六
年
に
石
版
刷
の
本
で
出
版
せ
ら
れ
、
総
数
僅
か
三
十
五

部
で
、
各
冊
番
号
入
り
の
四
つ
折
型
本
で
、
二
枚
の
肖
像
画
と
帯
青
色
の
紙

に
石
版
刷
に
し
た
原
本
に
は
な
い
十
三
枚
の
挿
絵
と
四
十
三
枚
の
デ
ツ
サ
ン

が
挿
入
さ
れ
て
い
た
。
一
八
八
六
年
に
は
、
イ
ジ
ド
ー
ル
・
リ
ズ
ウ
が
改
訂

を
加
え
た
新
し
い
訳
が
八
つ
折
型
三
百
頁
の
本
に
し
て
出
版
さ
れ
た
。
ま
こ

と
に
世
界
中
で
の
奇
書
な
の
で
あ
る
。

我
国
で
は
昭
和
三
年
三
月
﹁
薫
園
秘
話
」
と
題
し
︵
上
森
建
一
郎
訳
︶
と

し
て
文
芸
資
料
研
究
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
五
百
部
限
定
と
称
し
て
い
る

が
、
一
千
部
は
出
た
ら
し
い
。

し
か
し
、
当
時
の
こ
と
だ
か
ら
発
禁
の
憂
目
に
合
い
、
今
日
で
は
一
部
好

事
家
の
書
架
に
あ
る
以
外
一
般
の
目
に
は
ふ
れ
る
事
の
な
い
珍
本
で
あ
る
。

松
戸
淳
は
、
最
後
に
﹁
こ
の
書
を
し
て
、
独
特
の
価
値
を
附
加
し
て
い
る
も
の

は
、
最
も
猥
ら
な
問
題
を
取
扱
う
に
当
つ
て
の
真
面
目
な
態
度
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

著
者
は
取
扱
う
問
題
の
重
要
さ
を
十
分
に
呑
み
こ
ん
で
お
り
、
且
つ
又
、
人
類
問
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題
に
対
す
る
有
用
な
熱
烈
な
精
神
か
ら
出
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
つ
一
つ
の
秘
事
を
説
明
す
る
為
に
挿
入
さ
れ
た
数
々
の
説
話
︵
第
一
部
︶
は
全

く
デ
カ
メ
ロ
ン
、
ヘ
プ
タ
メ
ロ
ン
以
上
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。」
と
本
書
の

文
学
的
及
び
医
学
的
価
値
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

昭
和
三
年
に
初
め
て
日
本
で
翻
訳
さ
れ
た
時
に
は
﹃
薫
園
秘
話
﹄
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
あ
っ
た
が
、
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
シ
ュ
テ
ル
ン
・
シ
ュ
ザ
ナ
著
︵
佐
々

謙
自
訳
︶﹃B

ibliotheca curiosa et erotica

﹄︵
グ
ロ
テ
ス
ク
社
、
昭
和
三
年
一
一

月
︶
に
は
、﹁
ネ
フ
ザ
ウ
イ
の
匂
へ
る
園
」
と
い
う
節
が
あ
り
、︿
匂
へ
る
園
﹀
と

い
う
詩
句
は
、
昭
和
初
年
に
は
愛
好
家
に
は
知
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る�
。

そ
し
て
、
昭
和
十
年
に
三
つ
の
詩
篇
﹁
匂
へ
る
園
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
ネ

フ
ザ
フ
イ
﹃
匂
へ
る
園
﹄
か
ら
の
影
響
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う�
。

五
、『
体
操
詩
集
』
と
そ
の
周
辺
―
新
た
な
「
縞
」―

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、﹃
罠
﹄︵
大
正
一
五
年
︶
以
降
か
ら
﹃
体
操
詩

集
﹄︵
昭
和
一
四
年
︶
に
至
る
ま
で
の
村
野
四
郎
の
作
品
群
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

詩
風
が
混
在
し
て
い
る
。﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
の
十
九
篇
が
﹁
一
つ
の
縞
」
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
決
し
て
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

﹃
体
操
詩
集
﹄
の
中
に
も
︿
体
操
﹀
と
い
う
中
核
か
ら
遠
い
も
の
も
あ
り
、
ま

た
、
一
方
で
﹁
拾
遺
」
の
な
か
に
﹃
体
操
詩
集
﹄
に
近
接
す
る
も
の
も
あ
る
。
本

稿
で
は
、
そ
れ
ら
が
女
性
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
性
的
な
詩
風
の
作
品
群
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
も
﹃
体
操
詩
集
﹄
の
性
的
な
詩
風
に
つ
い
て
指
摘
が
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。﹃
体
操
詩
集
﹄
の
中
で
も
評
価
の
高
い
﹁
飛
込
」
に
つ
い
て
、
そ

の
解
釈
を
め
ぐ
る
吉
田
精
一
と
村
野
四
郎
の
や
り
取
り
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
飛
込

花
の
や
う
に
雲
た
ち
の
衣
裳
が
開
く

水
の
反
射
が

あ
な
た
の
裸
体
に
縞
を
つ
け
る

あ
な
た
は
遂
に
飛
び
だ
し
た

筋
肉
の
翅
で
。

日
に
焦
げ
た
小
さ
い
蜂
よ

あ
な
た
は
花
に
向
つ
て
落
ち

つ
き
刺
さ
る
や
う
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ

軈
て
　
あ
ち
ら
の
花
の
か
げ
か
ら

あ
な
た
は
出
て
く
る

液
体
に
濡
れ
て

さ
も
重
た
さ
う
に

吉
田
精
一
は
、
学
校
教
科
書
向
き
の
詩
の
候
補
と
し
て
﹁
飛
込
」
を
選
ん
だ
も

の
の
﹁
艶
笑
詩
く
さ
い
匂
い
が
あ
る
ぞ
、
と
い
う
風
に
感
じ
だ
し
た
」
と
述
べ
て

次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る�
。

そ
ん
な
目
で
見
る
と
、
第
一
、
出
だ
し
の
﹁
花
の
や
う
に
雲
た
ち
の
衣
裳

が
開
く
」
が
、
へ
ん

0

0

だ
し
、﹁
日
に
焦
げ
た
小
さ
い
蜂
よ
」
も
あ
や
し
い
。

こ
と
に
﹁
花
に
向
っマ

マ

て
落
ち
／
つ
き
刺
さ
る
や
う
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
」
は
痛

切
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
水
中
に
飛
び
こ
め
ば
、
濡
れ
る
の
は
あ
た
り
前
な
の

に
、﹁
液
体
に
濡
れ
て
／
さ
も
重
た
さ
う
に
」
は
、
ま
す
ま
す
変
だ
。

こ
う
い
う
解
釈
は
、
も
し
作
者
が
全
く
そ
う
し
た
意
識
が
な
か
っ
た
と
す

る
と
、
行
き
す
ぎ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
解
釈
者
の
品
性
の
下
根
を
あ
ら
わ

す
も
の
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
ま
た
作
品
に
対
し
て
申
し
わ
け
な
い
わ
け
で
も
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一
般
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
詩
人
で
あ
る
が
、
全
集
も
な
く
、
研
究
も
一
部
の
詩
業

に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
国
語
科
の
教
材
研
究
の
た
め
の
資
料
も
他
の
詩
人
と
比
較

し
て
少
な
い
状
況
に
あ
る
。
彼
は
優
れ
た
詩
論
も
多
く
書
き
、
同
時
代
の
詩
人
た

ち
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
詩
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、﹃
体
操
詩
集
﹄
は
二

〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
、
新
た
に
見
直
さ
れ
て
も
よ
い
詩
集
で

あ
る
。

本
稿
で
は
﹃
体
操
詩
集
﹄
の
ご
く
一
部
に
つ
い
て
述
べ
る
に
留
ま
っ
た
が
、

﹃
体
操
詩
集
﹄
全
体
の
世
界
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た

い
。
ま
た
、
今
後
、
作
品
年
譜
作
成
等
の
基
礎
作
業
を
進
め
つ
つ
、
村
野
四
郎
の

詩
業
全
体
に
つ
い
て
再
評
価
し
て
い
く
こ
と
を
研
究
の
課
題
と
し
た
い
。

注⑴
　
近
年
で
は
、
和
田
博
文
﹁
作
品
と
写
真
の
遭
遇

―
村
野
四
郎
﹃
体
操
詩
集
﹄
成
立

の
文
脈

―
」︵﹁
日
本
近
代
文
学
」
平
成
二
年
五
月
︶、
疋
田
雅
昭
﹁
写
真
と
の
邂
逅
、

写
真
の
不
在
、
そ
し
て
避
け
ら
れ
る
物
語

―
村
野
四
郎
﹃
體
操
詩
集
﹄
を
め
ぐ
っ

て

―
」︵﹁
日
本
文
学
」
平
成
一
四
年
一
一
月
︶
等
、﹃
体
操
詩
集
﹄
に
お
け
る
写
真

の
機
能
に
着
目
し
た
研
究
等
が
あ
る
。
ま
た
、
坂
本
正
博
の
著
書
﹃
金
井
直
の
詩

―
金
子
光
晴
・
村
野
四
郎
の
系
譜
﹄︵
お
う
ふ
う
、
平
成
九
年
一
一
月
︶
に
は
、
詳

細
な
関
係
資
料
の
目
録
が
あ
る
。

⑵
　﹃
體
操
詩
集
﹄︵
ア
オ
イ
書
房
、
昭
和
一
四
年
一
二
月
︶
の
表
紙
見
返
し
部
分
に
拠
る
。

⑶
　
大
岡
信
﹃
現
代
詩
人
論
﹄︵
角
川
書
店
、
昭
和
四
四
年
二
月
、
一
四
七
頁
～
一
四
九
頁
︶。

⑷
　
初
出
調
査
に
つ
い
て
は
継
続
中
で
あ
り
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
も
の
を
記
載
し

た
。

⑸
　
前
掲
﹁
作
品
と
写
真
の
遭
遇

―
村
野
四
郎
﹃
体
操
詩
集
﹄
成
立
の
文
脈

―
」︵
四

七
頁
︶
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
雑
誌
の
巻
号
を
付
し
、
再
掲
誌
は
省
略
し
た
。

⑹
　
筆
者
︵
岩
本
︶
の
現
在
ま
で
の
調
査
に
拠
る
。

⑺
　
大
野
純
﹁
初
期
の
村
野
四
郎
」︵﹁
無
限
」
第
二
七
号
、
昭
和
四
五
年
九
月
、
一
〇
六

頁
︶。

⑻
　
前
掲
﹁
初
期
の
村
野
四
郎
」︵
一
〇
六
頁
～
一
〇
七
頁
︶。

⑼
　﹃
抒
情
飛
行
﹄︵
高
田
書
院
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
、
一
頁
︶。

⑽
　
拙
論
﹁
作
品
研
究
﹁
ピ
ア
ノ
三
重
奏
」︵﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄―
村
野
四
郎
ノ
ー
ト
︵
一
︶

―
︶︵﹁
崇
城
大
学
紀
要
」
第
四
三
巻
、
平
成
三
〇
年
三
月
︶
参
照
。

⑾
　
注
⑽
に
同
じ
。

⑿
　
杉
本
春
生
編
﹃
村
野
四
郎
詩
集
﹄︵
旺
文
社
、
昭
和
四
九
年
六
月
、
三
六
頁
︶。

⒀
　
前
掲
書
﹃
現
代
詩
人
論
﹄︵
一
四
八
頁
～
一
四
九
頁
︶
で
大
岡
信
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

ノ
イ
エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
の
理
念
は
、
合
目
的
的
な
る
も
の
の
美
を
追
求
す
る

こ
と
と
同
時
に
、
事
物
の
本
質
の
把
握
と
い
う
命
題
そ
の
も
の
か
ら
、
必
然
的
に

存
在
論
的
な
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
詩
人
に
要
求
し
た
わ
け
で
、
村
野
四
郎
の
詩

は
、
以
後
、
こ
の
二
つ
の
力
の
牽
引
力
あ
る
い
は
反
撥
力
の
均
衡
の
上
に
き
ず
か

れ
る
こ
と
に
な
る
。
人
が
村
野
四
郎
の
詩
に
明
確
な
造
型
、
精
緻
な
技
巧
を
見
る

と
き
、
そ
れ
は
彼
の
詩
の
合
目
的
的
な
、
合
理
的
な
側
面
を
指
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
人
間
存
在
の
暗
部
へ
の
、
ほ
と
ん
ど
モ
ノ
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
凝
視
を
見
る
と
き
、

そ
れ
は
彼
の
詩
の
存
在
論
的
側
面
を
指
し
て
い
る
の
だ
と
い
っ
て
も
い
い
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
村
野
四
郎
と
い
う
詩
人
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
両
者
の
合
体

と
し
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
一
般
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
ず
っ

と
、
い
わ
ば
曖
昧
な
部
分
を
多
く
秘
め
た
詩
人
な
の
で
あ
る
。

⒁
　
芳
賀
秀
次
郎
﹃
体
操
詩
集
の
世
界
﹄︵
右
文
書
院
、
昭
和
五
八
年
四
月
、
六
六
頁
～
六

七
頁
︶。

⒂
　﹁
若
草
」︵
第
一
〇
巻
第
一
号
、
昭
和
九
年
一
月
、
一
九
九
頁
︶。

⒃
　
永
井
良
和
﹃
社
交
ダ
ン
ス
と
日
本
人
﹄︵
晶
文
社
、
平
成
三
年
八
月
、
一
二
四
頁
︶。

⒄
　V

ictor Silvester 

著
﹃M

odern B
allroom

 D
ancing

﹄
の
翻
訳
本
に
は
、
宮
崎
昌
久
訳

﹃
社
交
ダ
ン
ス
の
踊
り
方
﹄︵
春
陽
堂
、
昭
和
三
年
一
二
月
︶、
玉
置
真
吉
訳
﹃
モ
ダ
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あ
る
。

だ
が
、
自
然
を
う
た
っ
て
も
人
間
臭
を
お
び
る
の
が
近
代
的
精
神
で
あ

る
。
意
識
的
に
で
は
な
く
と
も
、
無
意
識
の
う
ち
に
、
作
者
の
中
に
み
な
ぎ

り
ひ
そ
ん
で
い
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匂
う
よ
う
に
に
じ
み
出
た
の
だ

と
す
る
と
、
そ
う
と
ら
れ
て
も
仕
方
の
な
い
こ
と
に
な
る
。

吉
田
精
一
の
解
釈
は
と
ら
わ
れ
す
ぎ
た
感
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。﹁
性
的
な
も
の
を

て
ん
め
ん

0

0

0

0

さ
せ
る
こ
と
は
詩
と
し
て
一
向
さ
し
つ
か
え
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
は
ヨ

オ
ロ
ッ
パ
近
代
詩
の
一
特
色
で
も
あ
り
、
そ
の
た
め
に
詩
の
価
値
が
上
下
す
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」
と
、
こ
の
詩
を
決
し
て
低
く
評
価
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
や
は
り
曲
解
と
い
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
。
村
野
四
郎
自
身

は
﹁
思
わ
ぬ
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
着
せ
ら
れ
た
」
と
反
論
し
つ
つ
、﹁
元
来
、
詩
は
象
徴

を
旨
と
す
る
か
ら
、
読
む
人
の
想
像
に
ま
か
す
よ
り
ほ
か
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の

鑑
賞
も
ま
た
真
実
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
最
後
に
村
野
四
郎
が
自
ら
﹁
フ
ー
プ
」
を
引
用
し
、

﹁
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
詩
が
、
あ
の
鋭
敏
な
Ｙ
博
士
の
目
を
の
が
れ
え
た
こ
と

は
、
な
ん
と
し
て
も
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。」
と
述

べ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。﹁
フ
ー
プ
」
に
つ
い
て
は
、
性
的
な
詩
風
を
自

ら
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る�
。

六
、
終
わ
り
に

村
野
四
郎
の
文
学
的
出
発
は
、
大
正
期
の
自
由
律
俳
句
の
創
作
で
あ
っ
た
。
俳

句
か
ら
短
詩
へ
と
移
行
し
、
や
が
て
新
即
物
主
義
の
影
響
下
で
、
そ
れ
ま
で
の
抒

情
性
を
否
定
し
、
即
物
的
・
客
観
的
表
現
を
重
視
し
た
彼
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人

と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。﹃
体
操
詩
集
﹄
は
、
確
か
に
そ
の
大
き
な
成

果
で
あ
る
。
だ
が
、﹃
体
操
詩
集
﹄
と
い
う
﹁
一
つ
の
縞
」
の
な
か
に
も
幾
つ
か

の
層
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
深
く
論
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
芳
賀
秀
次
郎

は
、﹃
体
操
詩
集
﹄
の
構
造
を
分
析
し
、
掲
載
順
に
三
つ
の
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
次

の
よ
う
な
﹁
三
つ
の
パ
ー
ト
」
に
分
け
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
た�
。

①
ス
ポ
ー
ツ
の
中
の
生
の
よ
ろ
こ
び

　﹁
体
操
」﹁
鉄
亜
鈴
」﹁
鉄
亜
鈴
」﹁
鉄
鎚
投
」﹁
吊
環
」﹁
鉄
棒
」﹁
鉄
棒
」

②
ス
ポ
ー
ツ
の
中
の
愛
と
性

　﹁
高
障
害
」﹁
鞦
韆
」﹁
棒
高
飛
」﹁
登
攀
」﹁
ス
キ
ー
」﹁
飛
込
」﹁
飛
込
」

　﹁
フ
ー
プ
」

③
ス
ポ
ー
ツ
の
中
の
死
の
影

　﹁
拳
闘
」﹁
槍
投
」﹁
競
走
」﹁
肋
木
」

だ
が
、
②
に
分
類
さ
れ
て
い
る
﹁
棒
高
飛
」﹁
飛
込
」﹁
飛
込
」
は
、﹁
ス
ポ
ー

ツ
の
中
の
愛
と
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
括
る
に
は
か
な
り
無
理
が
あ
る
。
む
し

ろ
、
①
に
分
類
さ
れ
、﹃
体
操
詩
集
﹄
の
テ
ー
マ
の
中
核
に
あ
る
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
掲
載
順
に
分
類
で
き
る
ほ
ど
﹃
体
操
詩
集
﹄
の
世
界
は
決
し
て
単
純
な

も
の
で
は
な
い
。

﹁
鞦
韆
」﹁
フ
ー
プ
」
等
は
、﹃
体
操
詩
集
﹄
と
い
う
枠
組
み
か
ら
切
り
離
し
て

同
時
期
の
詩
篇
を
も
と
に
見
直
し
て
み
る
と
、
女
性
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
新
た
な

作
品
群
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
新
た
な
﹁
縞
」
と
な
り
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
そ

れ
ら
の
性
的
な
詩
風
は
、﹃
体
操
詩
集
﹄
の
も
つ
﹁
身
体
性
」
の
一
部
で
も
あ
る

が
、
詩
世
界
の
中
核
と
な
る
﹁
体
操
」﹁
鉄
亜
鈴
」﹁
鉄
棒
」
等
の
硬
質
な
詩
風
と

は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。﹃
体
操
詩
集
﹄
の
な
か
で
は
傍
系
の
詩
に
あ
た
る

と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、﹁
竪
琴
を
奏
く
女
」﹁B

all R
oom

に
て
」﹁
匂

へ
る
園
」
連
作
詩
等
と
の
関
連
性
を
ふ
ま
え
て
み
れ
ば
、
そ
の
傍
系
が
、
新
た
な

﹁
一
つ
の
縞
」
と
し
て
、
当
時
の
村
野
四
郎
の
詩
世
界
を
構
成
し
て
い
る
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

村
野
四
郎
の
詩
は
、
文
部
科
学
省
の
検
定
教
科
書
に
も
継
続
的
に
採
択
さ
れ
、
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一
般
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
詩
人
で
あ
る
が
、
全
集
も
な
く
、
研
究
も
一
部
の
詩
業

に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
国
語
科
の
教
材
研
究
の
た
め
の
資
料
も
他
の
詩
人
と
比
較

し
て
少
な
い
状
況
に
あ
る
。
彼
は
優
れ
た
詩
論
も
多
く
書
き
、
同
時
代
の
詩
人
た

ち
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
詩
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、﹃
体
操
詩
集
﹄
は
二

〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
、
新
た
に
見
直
さ
れ
て
も
よ
い
詩
集
で

あ
る
。

本
稿
で
は
﹃
体
操
詩
集
﹄
の
ご
く
一
部
に
つ
い
て
述
べ
る
に
留
ま
っ
た
が
、

﹃
体
操
詩
集
﹄
全
体
の
世
界
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た

い
。
ま
た
、
今
後
、
作
品
年
譜
作
成
等
の
基
礎
作
業
を
進
め
つ
つ
、
村
野
四
郎
の

詩
業
全
体
に
つ
い
て
再
評
価
し
て
い
く
こ
と
を
研
究
の
課
題
と
し
た
い
。

注⑴
　
近
年
で
は
、
和
田
博
文
﹁
作
品
と
写
真
の
遭
遇

―
村
野
四
郎
﹃
体
操
詩
集
﹄
成
立

の
文
脈

―
」︵﹁
日
本
近
代
文
学
」
平
成
二
年
五
月
︶、
疋
田
雅
昭
﹁
写
真
と
の
邂
逅
、

写
真
の
不
在
、
そ
し
て
避
け
ら
れ
る
物
語

―
村
野
四
郎
﹃
體
操
詩
集
﹄
を
め
ぐ
っ

て

―
」︵﹁
日
本
文
学
」
平
成
一
四
年
一
一
月
︶
等
、﹃
体
操
詩
集
﹄
に
お
け
る
写
真

の
機
能
に
着
目
し
た
研
究
等
が
あ
る
。
ま
た
、
坂
本
正
博
の
著
書
﹃
金
井
直
の
詩

―
金
子
光
晴
・
村
野
四
郎
の
系
譜
﹄︵
お
う
ふ
う
、
平
成
九
年
一
一
月
︶
に
は
、
詳

細
な
関
係
資
料
の
目
録
が
あ
る
。

⑵
　﹃
體
操
詩
集
﹄︵
ア
オ
イ
書
房
、
昭
和
一
四
年
一
二
月
︶
の
表
紙
見
返
し
部
分
に
拠
る
。

⑶
　
大
岡
信
﹃
現
代
詩
人
論
﹄︵
角
川
書
店
、
昭
和
四
四
年
二
月
、
一
四
七
頁
～
一
四
九
頁
︶。

⑷
　
初
出
調
査
に
つ
い
て
は
継
続
中
で
あ
り
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
も
の
を
記
載
し

た
。

⑸
　
前
掲
﹁
作
品
と
写
真
の
遭
遇

―
村
野
四
郎
﹃
体
操
詩
集
﹄
成
立
の
文
脈

―
」︵
四

七
頁
︶
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
雑
誌
の
巻
号
を
付
し
、
再
掲
誌
は
省
略
し
た
。

⑹
　
筆
者
︵
岩
本
︶
の
現
在
ま
で
の
調
査
に
拠
る
。

⑺
　
大
野
純
﹁
初
期
の
村
野
四
郎
」︵﹁
無
限
」
第
二
七
号
、
昭
和
四
五
年
九
月
、
一
〇
六

頁
︶。

⑻
　
前
掲
﹁
初
期
の
村
野
四
郎
」︵
一
〇
六
頁
～
一
〇
七
頁
︶。

⑼
　﹃
抒
情
飛
行
﹄︵
高
田
書
院
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
、
一
頁
︶。

⑽
　
拙
論
﹁
作
品
研
究
﹁
ピ
ア
ノ
三
重
奏
」︵﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄―
村
野
四
郎
ノ
ー
ト
︵
一
︶

―
︶︵﹁
崇
城
大
学
紀
要
」
第
四
三
巻
、
平
成
三
〇
年
三
月
︶
参
照
。

⑾
　
注
⑽
に
同
じ
。

⑿
　
杉
本
春
生
編
﹃
村
野
四
郎
詩
集
﹄︵
旺
文
社
、
昭
和
四
九
年
六
月
、
三
六
頁
︶。

⒀
　
前
掲
書
﹃
現
代
詩
人
論
﹄︵
一
四
八
頁
～
一
四
九
頁
︶
で
大
岡
信
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

ノ
イ
エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
の
理
念
は
、
合
目
的
的
な
る
も
の
の
美
を
追
求
す
る

こ
と
と
同
時
に
、
事
物
の
本
質
の
把
握
と
い
う
命
題
そ
の
も
の
か
ら
、
必
然
的
に

存
在
論
的
な
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
詩
人
に
要
求
し
た
わ
け
で
、
村
野
四
郎
の
詩

は
、
以
後
、
こ
の
二
つ
の
力
の
牽
引
力
あ
る
い
は
反
撥
力
の
均
衡
の
上
に
き
ず
か

れ
る
こ
と
に
な
る
。
人
が
村
野
四
郎
の
詩
に
明
確
な
造
型
、
精
緻
な
技
巧
を
見
る

と
き
、
そ
れ
は
彼
の
詩
の
合
目
的
的
な
、
合
理
的
な
側
面
を
指
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
人
間
存
在
の
暗
部
へ
の
、
ほ
と
ん
ど
モ
ノ
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
凝
視
を
見
る
と
き
、

そ
れ
は
彼
の
詩
の
存
在
論
的
側
面
を
指
し
て
い
る
の
だ
と
い
っ
て
も
い
い
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
村
野
四
郎
と
い
う
詩
人
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
両
者
の
合
体

と
し
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
一
般
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
ず
っ

と
、
い
わ
ば
曖
昧
な
部
分
を
多
く
秘
め
た
詩
人
な
の
で
あ
る
。

⒁
　
芳
賀
秀
次
郎
﹃
体
操
詩
集
の
世
界
﹄︵
右
文
書
院
、
昭
和
五
八
年
四
月
、
六
六
頁
～
六

七
頁
︶。

⒂
　﹁
若
草
」︵
第
一
〇
巻
第
一
号
、
昭
和
九
年
一
月
、
一
九
九
頁
︶。

⒃
　
永
井
良
和
﹃
社
交
ダ
ン
ス
と
日
本
人
﹄︵
晶
文
社
、
平
成
三
年
八
月
、
一
二
四
頁
︶。

⒄
　V

ictor Silvester 

著
﹃M

odern B
allroom

 D
ancing

﹄
の
翻
訳
本
に
は
、
宮
崎
昌
久
訳

﹃
社
交
ダ
ン
ス
の
踊
り
方
﹄︵
春
陽
堂
、
昭
和
三
年
一
二
月
︶、
玉
置
真
吉
訳
﹃
モ
ダ
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ン
社
交
ダ
ン
ス
﹄︵
四
六
書
院
、
昭
和
六
年
六
月
︶、
溝
端
隆
三
・
松
平
康
夫
訳

﹃M
O

D
ER

N
 B

A
LLR

O
O

M
 D

A
N

C
IN

G

﹄︵
中
外
書
房
、
昭
和
八
年
二
月
︶
等
が
、

ま
た
、
紹
介
本
に
は
中
原
光
﹃
最
新
英
国
風
社
交
ダ
ン
ス
﹄︵
春
陽
堂
、
昭
和
八
年
七

月
︶
等
が
あ
る
。

⒅
　
安
藤
一
郎
﹁
村
野
四
郎
の
詩
」︵﹃
現
代
詩
鑑
賞
講
座
９
　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
旗
手
た
ち
﹄

角
川
書
店
、
昭
和
四
四
年
五
月
、
三
一
六
頁
︶。

⒆
　
前
掲
書
﹃
社
交
ダ
ン
ス
と
日
本
人
﹄
一
四
五
頁
。

⒇
　
前
掲
書
﹃
体
操
詩
集
の
世
界
﹄
に
お
け
る
﹃
体
操
詩
集
﹄
各
詩
の
詳
細
な
語
釈
と
鑑

賞
を
参
照
。

�
　﹁
年
譜
」︵
前
掲
書
﹃
定
本
村
野
四
郎
全
詩
集
﹄
六
四
七
頁
︶。

�
　﹁
フ
ー
プ
」
の
本
文
を
前
掲
書
﹃
體
操
詩
集
﹄︵
三
二
頁
︶
か
ら
引
い
て
お
く
。

あ
の
円
の
中
で

あ
な
た
が
踠
く
の
を
見
る
の
は
愉
快
だ

フ
ー
プ
の
ひ
と
よ

充
血
し
た
顔
の
上
で

あ
な
た
の
ズ
ボ
ン
の

眩
し
い
雲
が
み
だ
れ
る

し
か
し
こ
こ
の
斜
面
で
は

あ
な
た
の
加
速
度
も
死
ぬ
で
せ
う

立
派
な
棕
櫚
の
木
が
一
本

葉
巻
の
や
う
に

須ス

具グ

利リ

樹
の
髭
に
く
わ
へ
ら
れ
て

�
　
前
掲
書
﹃
体
操
詩
集
の
世
界
﹄
一
七
八
頁
。

�
　
前
掲
書
﹃
村
野
四
郎
詩
集
﹄
二
六
頁
。

�
　
小
海
永
二
編
﹃
若
い
人
の
た
め
の
現
代
詩
　
村
野
四
郎
﹄︵
社
会
思
想
社
、
昭
和
四
六

年
五
月
、
三
一
頁
︶。

�
　
前
掲
書
﹃
体
操
詩
集
の
世
界
﹄
一
四
四
頁
。

�
　﹃
珊
瑚
の
鞭
﹄
所
収
の
七
十
三
篇
の
う
ち
、
十
四
篇
は
﹃
体
操
詩
集
﹄、
十
九
篇
は
﹃
抒

情
飛
行
﹄
か
ら
の
再
録
で
あ
る
。
前
者
の
う
ち
、﹁
鞦
韆
」
は
﹁
少
女
」
に
、﹁
登
攀
」

は
﹁
山
岳
に
て 

一
」
に
改
題
さ
れ
て
、
十
二
篇
の
﹁
体
操
詩 

一
」
か
ら
﹁
体
操

詩 

十
二
」
ま
で
と
は
、
別
の
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

�
　
松
戸
淳
﹁
解
説
」︵
ネ
フ
ザ
ウ
イ
長
老
著
、
松
戸
淳
訳
﹃
匂
へ
る
園
﹄
紫
書
房
、
昭
和

二
五
年
一
二
月
、
八
頁
～
九
頁
︶。

�
　B

ernhard Stern-Szana

著
﹃B

ibliotheca curiosa et erotica

﹄
の
表
紙
に
は
﹁
余
の
蒐

集
せ
る
珍
籍
と
艶
書
の
稀
品
及
私
的
出
版
物
の
改
題
　
外
に
カ
ザ
ノ
フ
ア
論
　
ア
レ

チ
ノ
論
及
其
の
伝
記
と
解
題
を
含
む
」
と
書
か
れ
て
い
る
。﹃
匂
へ
る
園
﹄
に
つ
い
て

の
記
述
は
第
十
一
章
︵
八
七
頁
︶。
他
に
田
村
恒
男
訳
﹃
匂
え
る
園
﹄︵
紫
書
房
、
昭

和
二
六
年
一
二
月
︶
等
が
あ
る
。

�
　
芳
賀
秀
次
郎
は
、
研
究
者
と
し
て
村
野
四
郎
本
人
に
取
材
し
た
際
の
こ
と
を
﹁
村
野

四
郎
を
め
ぐ
る
エ
ッ
セ
イ
　
１
亡
羊
記
と
匂
え
る
園
」︵﹃
体
操
詩
集
の
世
界
﹄︵
一
九

六
頁
～
二
〇
三
頁
︶
の
中
に
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、﹃
匂
へ
る
園
﹄
と
村
野
四
郎
と

の
直
接
の
関
係
に
ふ
れ
る
記
述
は
な
い
。

�
　
吉
田
精
一
﹁
意
外
な
る
解
釈
」︵﹁
無
限
」
冬
季
号
、
昭
和
三
六
年
一
二
月
、
一
三
五

頁
～
一
三
六
頁
︶。
な
お
、﹁
飛
込
」
の
引
用
は
、
前
掲
書
﹃
體
操
詩
集
﹄︵
二
八
頁
︶

に
拠
る
。

�
　
村
野
四
郎
﹁
ス
ポ
ー
ツ
の
歌
」︵﹁
日
本
経
済
新
聞
」
昭
和
三
八
年
五
月
一
二
日
、
一

六
面
︶

�
　
前
掲
書
﹃
体
操
詩
集
の
世
界
﹄︵
八
〇
頁
︶
の
﹁
体
操
詩
集
の
構
造
表
」
参
照
。

引
用
文
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
仮
名
遣
い
は
原
文

ど
お
り
と
し
た
。
ル
ビ
は
一
部
省
略
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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